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    午前10時00分   開議   

○議長（八重櫻友夫君）  ただいまから本日の会議を

開きます。 

 直ちに本日の議事日程に入ります。 

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～ 

    日程第１ 一般質問   

○議長（八重櫻友夫君）  日程第１、一般質問を行い

ます。 

 順次質問を許します。新政会代表上山昭彦君。 

    〔新政会代表上山昭彦君登壇〕 

○４番（上山昭彦君）  おはようございます。 

 私は、平成24年６月第６回久慈市議会定例会に当た

り、新政会を代表して市政を取り巻く諸課題について

市長並びに教育長に一般質問を行います。 

 会派を代表しての一般質問の機会を与えて下さいま

した新政会の皆様に感謝申し上げますとともに、昨年

発生した東日本大震災によるさまざまな災害により、

いまだ不自由な生活を強いられている皆様に心からの

お見舞いを申し上げますとともに、久慈市のさらなる

復興を願うものであります。 

 昨年、３月議会におきまして、代表として一般質問

させていただいた際には、特に大きな地震がある三陸

沿岸地域に属する当市においては、地震災害や津波災

害に向けて日頃から防災意識を高めていただきたいと

いう旨のお話をさせていただきました。くしくも二週

間後には当地域にも大津波が打ち寄せました。 

 東日本大震災において、他の被災地域と比較した場

合、物的被害に比べて比較的人的被害の少なかったこ

とは、久慈市民が常日ごろから防災意識を高く持って

いただいているあかしであると考えます。今後も地震

のみならず、大きな災害の報道はされてはおりません

が、本日のような台風による災害等、さまざまな災害

にかかわり防災の気持ちを忘れることなく日常生活を
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過ごしていただきたいものであります。 

 前日に登壇された質問者と、何点かにわたり重複す

る項目がございますが、割愛せず通告に従って順次質

問させていただきます。 

 まず、 初に、地球温暖化対策について２点お伺い

いたします。 

 １点目として、公用車のＣＯ２対策についてであり

ます。 

 近年、環境意識の高まりを背景に、ハイブリット車

や低燃費車など低公害車の普及が大幅に伸びてきてお

りますが、当市公用車のＣＯ２排出対策の取り組み状

況についてお伺いいたします。 

 ２点目として、節電対策についてであります。 

 東京電力福島第一原子力発電所の事故により電力不

足が懸念され、大きな社会問題となっておりますが、

当市の管理する施設の節電対策についてお伺いいたし

ます。 

 次に、消防水利についてであります。 

 市道上長内線南端部は、袋小路となっている場所に

三十数戸の住宅が立ち並んでいますが、消火栓等の消

防水利が設置されていない状況です。昨年には予算計

上いただき防火水槽の設置工事が始まり、火災の際の

備えができるものと安堵したところでありました。し

かし、地盤の状況により設置できず工事を取りやめて

おります。住宅地周辺に、適当な防火水槽設置場所を

何とか確保し、住民が安心して生活できるような消防

水利の設置についてお伺いいたします。 

 次に、ドクターヘリについてであります。 

 ５月８日より本格運行を開始した県のドクターヘリ

は、１カ月の運行実績をみると久慈管内からの要請に

基づく出動はないようであり、安心したところであり

ますが、今後出動を要請した際の運航にかかわり、当

市のランデブーポイントの整備状況についてお伺いい

たします。 

 次に、再生可能エネルギーについてであります。 

 洋野町では、地元企業と共同で県内初となる大規模

太陽光発電所の建設が報道されました。当市において

も風力発電プロジェクト検討委員会が開かれておりま

すが、当市における再生可能エネルギーの具体的な将

来ビジョンについてお伺いいたします。 

 次に、畜産業についてであります。 

 当久慈地方において主力産業の一部でもある肉牛の

生産は、畜産業の中でも大変貴重な位置づけにあると

考えます。生産農家を初め関係者は、放射能被害や価

格下落の影響により非常に厳しい現状となっておりま

すが、市内肉牛の生産状況についてお伺いいたします。 

 次に、林業振興について２点お伺いいたします。 

 １点目として、県有林についてであります。 

 市内には、県有林の伐採された跡地の森林が植林さ

れないまま放置されている状況が各所に見受けられま

す。また、一度植林をした山林は雑木等の育ちが悪く、

山林を保護するためにも再造林すべきであると考えま

すが、市当局の認識をお伺いいたします。 

 ２点目として、市有林についてであります。 

 昨年度の立木の売買は、不調に終わったようであり

ますが、本年度においても立木の売買を計画している

ものと思います。何月ごろを売買の目途と考えている

のかお伺いいたします。 

 次に、質問項目の７番目、ウニ・アワビの稚貝確保

についてであります。 

 当久慈市における、水産業の大きなウエイトを占め

ているウニ・アワビの水揚げ量は、漁業者にとって生

活基盤のかなめであります。いまだに東日本大震災に

よる津波被害の影響が大きく、今後のウニ・アワビ稚

貝の確保が心配されるところでありますが、その稚貝

放流数の確保状況についてお伺いいたします。 

 次に、産業振興について４点お伺いいたします。 

 １点目として、久慈市中心市街地活性化基本計画に

ついてであります。 

 平成19年に当時全国で３番目の中心市街地活性化基

本計画として認定された久慈市中心市街地活性化基本

計画は、当初の計画期間５年間を１年間延長し約６年

間としたわけでありますが、計画期間を延長した目的

と具体的な施策についてお伺いいたします。 

 ２点目として、ＮＨＫ朝の連続ドラマについてであ

ります。 

 来年４月から放送が始まるＮＨＫ朝の連続ドラマは、

当市の重要な観光資源でもある、北限の海女にかかわ

るドラマとなるようであります。昨日も、ＮＨＫの関

係者が山内市長のもとを訪れ、「明るい気持ちで元気

になれるものをつくりたい」と述べられたようであり

ますし、民間でも北限の海女にかかわる研修会等が始

まるなど、機運も盛り上げっております。 

 久慈市を日本中に長期にわたりＰＲできる大きなチ
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ャンスと考えます。市として、ロケや広報活動などへ

の協力態勢と、ドラマに付随しての久慈市ＰＲ策につ

いてご所見をお伺いいたします。 

 ３点目として、もぐらんぴあについてであります。 

 昨年の東日本大震災の津波により、建設や展示品等

へ壊滅的な被害を受けた、当市の観光拠点でもあった

地下水族科学館もぐらんぴあは、震災前まで多くの観

光客を迎え入れ、重要な観光施設として交流人口増加

の一翼を担っておりました。久慈市の観光を再構築す

る一助として、早急に復旧していただきたいものと考

えますが、今後の具体的な再建予定についてお伺いい

たします。 

 ４点目として、教育旅行の受け入れについてであり

ます。 

 ５月16日から18日の２泊３日で、仙台市立広瀬中学

校の生徒を、２泊とも民泊による教育旅行で久慈市に

迎え入れました。その中で今回初めて、磯漁業の体験

学習として、330名の生徒の内、77名を侍浜地区で受

け入れましたが、受け入れ側の協力状況と対応につい

てお伺いいたします。 

 次に、土木行政について５点にわたりお伺いいたし

ます。 

 １点目として、ＪＲ踏切避難道拡幅の整備状況につ

いてであります。 

 以前から、ＪＲ踏切の拡幅についてお伺いいたした

経緯がありますが、東日本大震災で避難する際、車両

等の通過に、さらには歩行者が線路を渡る場合には踏

切が狭く、安全性の確保のために、今こそ踏切避難道

の拡幅をＪＲに強く要望すべきではないかと考えます

が、ご所見をお伺いいたします。 

 ２点目として、市道整備について２つに分けてお伺

いいたします。 

 １つ目は、冬期間の厳しい寒さの影響で、市内各地

で市道のひび割れ等が多数見受けられ、県内の凍上災

害箇所は588カ所、その内久慈市内は96カ所と 多数

になり今後早急な整備が望まれますが、そのような中

で市道小久慈線の路面整備についてお伺いいたします。 

 ２つ目として、前回３月定例会でも取り上げさせて

いただきました、市道上長内下長内線の路面補修につ

いてであります。その後、路面状況の悪い部分150

メートルほどが全面改修されましたが、依然舗装路面

の穴あき等、以前のまま残っている区間が見られる状

況であります。凍上災害箇所の一つにもなると思われ

ますが、この路線の路面整備についてお伺いいたしま

す。 

 土木行政の３点目として、側溝整備についてであり

ます。 

 毎年、梅雨時期や台風シーズンになると小久慈小学

校付近の市道は、片側全体に雨水がたまり、児童生徒

の通学や車による送迎等一般車両の通行にも支障をき

たす場合が見受けられますが、当該付近の側溝整備計

画についてお伺いいたします。 

 ４点目として、市道久喜漁港線について２つお伺い

いたします。 

 １つ目として、昨年３月11日の大津波により市道久

喜漁港線の急斜面が削られ、土石の崩落が発生してお

ります。通行人及び自動車等の災害を未然に防ぐため

にも、整備が必要と思いますが考えをお伺いいたしま

す。 

 ２つ目として、東日本大震災発生後、市道久喜漁港

線の路面が沈下している箇所があります。付近の実態

を調査し、対策を講ずるべきと思いますが考えをお伺

いいたします。 

 土木行政の 後は、小屋畑川の堆積土砂撤去につい

てであります。 

 上長内地区の小屋畑川にかかる小屋畑橋は、以前災

害復旧により改修されたように、地域住民の生活に欠

かせない重要な橋であります。しかし、上流部から流

出した土砂により、流水を安全に流下させるための河

道が極端に狭くなっており、本日の台風などのように、

今後の大雨時、川の流れの妨げになる状況であります

が、土砂の撤去等の対策についてお伺いいたします。 

 次に、 後の質問項目、教育行政について３点は、

教育長にお伺いいたします。 

 １点目は、小・中学校のトイレの水洗化についてで

あります。 

 遅延しております、久喜小学校、三崎中学校、小袖

小学校の３校のトイレ水洗化について、整備の着手時

期についてお伺いいたします。 

 ２点目は、津波避難マニュアルについてであります。 

 東日本大震災で被災した、岩手・宮城・福島の３県

で実際に被害が出た学校のうち、避難マニュアルをつ

くっていたのは半分にとどまることが文部科学省の調

査でわかったと発表がありました。危機管理マニュア
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ル作成は極めて重要なことと考えますが、当市の状況

についてお伺いいたします。 

 ３点目は、新市営野球場建設についてであります。 

 市内６カ所の建設候補地が公表され、その後東日本

大震災が発生し候補地の絞り込みがおくれ１年以上経

過しておりますが、新市営野球場建設に向けた現在の

状況はどのように推移しているのかお伺いいたします。 

 以上、新政会を代表し、登壇しての私からの質問を

終わります。 

○議長（八重櫻友夫君）  山内市長。 

    〔市長山内隆文君登壇〕 

○市長（山内隆文君）  新政会代表上山昭彦議員のご

質問にお答えをいたします。 

 初に、地球温暖化対策についてお答えをいたしま

す。 

 まず、公用車のＣＯ２排出対策についてであります

が、当市では合併以来特殊車両を除く公用車導入に際

しましては、地球環境に配慮しハイブリッド自動車や

低公害車を選定しているところであります。 

 また、本年３月には電気自動車１台を配備するなど

意識啓発に努めているところであります。 

 次に、市の管理する施設の節電対策についてであり

ますが、昼休み時間の消灯や執務時間中の電灯の間引

き、パソコンの省電力設定などの対策を行っておりま

す。特にも、昨年は東日本大震災の影響により東北電

力管内の電気の供給量が大幅に減少いたしましたこと

から、６月に通知を発出しより一層の節電対策を求め

たところであります。 

 また、本庁舎においてはＬＥＤ照明の導入など、さ

らなる節電対策に努めてまいりたいと考えているとこ

ろであります。 

 次に、消防水利についてお答えをいたします。 

 市道上長内線南端部の住宅地における消防水利につ

いてでありますが、付近を流れる小屋畑川は平時の水

量が少なく、消防水利としては不十分であるため、消

防水利設置の必要性については、十分認識をいたして

いるところであります。 

 今後におきましては、地元住民及び消防団等と連携

しながら、適切な消防水利の設置に向け検討してまい

りたいと考えております。 

 次に、ドクターヘリについてお答えをいたします。 

 当市のランデブーポイントについてでありますが、

本年５月現在において当市のランデブーポイントは、

ヘリが離着陸可能な広さがあることなどの条件に見合

う32カ所が登録されており、市内小・中学校が18カ所、

小・中学校跡地や久慈空中消火基地などの市有地が９

カ所、久喜漁港などの県有地が３カ所、山根町木売内

地区などの民有地が２カ所となっているところであり

ます。 

 次に、再生可能エネルギーについてお答えをいたし

ます。 

 近隣自治体における大規模な取り組みといたしまし

ては、洋野町において洋上風力発電の事業可能性調査

を実施しておりますほか、大規模太陽光発電施設の建

設が計画されているとの報道が先日なされたところで

あります。 

 当市といたしましては、昨日の創政会代表下川原議

員にお答えをいたしましたとおり、大規模太陽光発電

や風力発電の導入に向け検討を進めており、事業の実

現に向け、一歩一歩着実に取り組んでまいりたいと考

えております。 

 次に、畜産業についてお答えをいたします。 

 肉牛の生産状況についてでありますが、平成23年度

における黒毛和種の肥育牛の生産は、65頭3,778万円

余であり、前年度比頭数ベースで81％、金額ベースで

60％の増であります。一方、繁殖牛の生産であります

が、470頭１億8,088万円余で前年度比頭数・金額ベー

スでいずれも10％の減となっております。 

 また、日本短角種の肥育牛の生産でありますが、

301頭、１億7,968万円余であり、前年度比頭数ベース

で10％、金額ベースで18％の減であります。繁殖牛の

生産でありますが、頭数ベースで395頭6,647万円で、

前年度比頭数ベースで３％の増、金額ベースでは７％

の減となっているところであります。 

 次に、林業振興について、お答えをいたします。 

 まず、県有林の伐採跡地の状況についてであります

が、立木の伐採にあたりましては、伐採業者が伐採及

び伐採後の造林の届出書を市へ事前に届け出る必要が

あります。 

 届出書によりますと、県有林に限らず伐採後は天然

更新する届け出が多く見られ、再造林による更新は少

ない現状にあるとらえているところであります。 

 なお、当市内の県有林はすべて土地所有者と県が立

木の販売収益を分収する県行造林地となっており、分
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収後の山林の管理はすべて土地所有者にゆだねられる

ものであると県北広域振興局林務部より伺っていると

ころであります。 

 市といたしましては、森林の持つ公益的機能が高度

発揮されるよう、久慈市森林整備計画に基づき、伐採

跡地の適切な更新を指導してまいりたいと考えており

ます。 

 次に、市有林の立木の売却についてでありますが、

現在平成23年度をもって完了した市有林現況調査の結

果に基づく長期的な経営計画を策定中でありますこと

から、今年度内の売却は検討を重ねているところであ

ります。 

 なお、直近の売却実績でありますが、平成21年度は

１件、面積5.84ヘクタールで売却価格は576万円余で

あり、また平成22年度は２件、面積19.64ヘクタール

であり、その売却価格は1,648万円余となっておりま

す。 

 今後におきましては、地元素材生産業者等の意向を

踏まえるとともに、震災復興にかかる木材需要、景気

動向等を注視しながら、地域の木材需要にこたえる計

画的な売却に努めてまいりたいと考えております。 

 次に、ウニ・アワビの種苗・稚貝の確保状況につい

てお答えをいたします。 

 種苗・稚貝の供給元であります社団法人岩手県栽培

漁業協会の施設が、現在復旧途上でありますことから、

本年はウニ種苗のみ約100万個の供給しかできない状

況にあります。この内12万8,000個が久慈市漁業協同

組合に配分されたところであります。 

 しかしながら、市といたしましてはウニ・アワビの

種苗・稚貝の供給量はいまだ不足しておりますことか

ら、市独自の事業であります、ウニ種苗確保対策緊急

支援事業及びアワビ餌料用養殖施設等復旧支援事業の

実施とあわせまして、国庫補助事業であります栽培漁

業推進対策事業の活用によりまして、ウニ種苗等の確

保・放流及び良質なアワビの生産等について支援する

とともに、関係機関・団体と連携を図りながら技術的

指導を行うなど、ウニ・アワビの生産への影響を 小

限にとどめる施策に取り組んでいるところであります。 

 次に、産業振興についてお答えをいたします。 

 まず、久慈市中心市街地活性化基本計画の計画期間

を１年間延長する目的と具体的な施策についてであり

ます。基本計画の計画期間の延長につきましては、内

閣府から、第１期の計画を１年間延長し、その間に第

２期の計画案を策定してさらなる中心市街地の活性化

を図るべきとの意見をいただいたところであり、当市

といたしましても、さらなる中心市街地の活性化に向

けた事業を進める必要があると考えておりましたこと

から、第２期計画を策定すべきとの結論に至ったとこ

ろであります。これに伴って、本年２月内閣府に第１

期計画の計画期間の延長にかかる変更の認定申請を行

い、３月29日付でこれが認められたところであります。 

 第２期の計画に盛り込む具体的な施策につきまして

は、昨日の清風会代表小栁議員ほかにお答えいたしま

したとおり、計画案策定の作業の中において、中心市

街地の活性化のために取り組むべき事業を選択し、盛

り込んでまいりたいと考えておりますので、ご了承願

います。 

 次に、ＮＨＫ朝の連続テレビ小説にかかる市として

の協力態勢と久慈市のＰＲ策についてでありますが、

昨日の清風会代表小栁議員ほかにお答えいたしました

とおり、関係機関団体等と連携を図り、万全の体制で

支援してまいりたいと考えております。 

 また、ＰＲにつきましても、久慈市の魅力を全国に

発信する絶好の機会ととらえ、あらゆる場を活用し、

積極的な情報発信に努めてまいりたいと考えておりま

す。 

 次に、地下水族科学館もぐらんぴあの今後の具体的

な再建予定についてお答えをいたします。 

 当該施設は、文部科学省の公立社会教育施設災害復

旧事業を活用して、平成25年度末を目標に現在の場所

に復旧することとしており、久慈地方独自の生態系の

展示でありますとか、体験とふれあいを重視し、豊か

な海を学ぶ総合学習機能も備えた魅力ある施設となる

よう整備してまいりたいと考えております。 

 これに加えまして、産地直売コーナーや津波被害等

の展示コーナー等も整備し、複合施設として拡充する

ことについても検討しているところであります。 

 また、遠隔操作で開閉できる防潮扉の新たな設置や、

避難用連絡坑道、トンネルでありますが、この整備等

についても関係機関と協議を行っているところであり、

来館者等の安全対策にも万全を期してまいりたいと考

えております。 

 次に、海の教育旅行についてお答えをいたします。 

 受け入れ側の協力状況と対応についてでありますが、
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市村合併当初から調査・検討を重ね、平成21年度から

侍浜地区の方々や二子生産部のご理解、ご協力をいた

だきながら、説明会や研修会、実証試験を行い、受け

入れ態勢の整備を図ってきたところであります。 

 今後におきましても、海を活用した体験メニューの

拡大、新たな受け入れ地域の整備、受け入れ組織の強

化・拡大により、沿岸部での教育旅行受け入れを推進

し、交流人口の拡大に努めてまいる所存であります。 

 後に、土木行政についてお答えをいたします。 

 まず、ＪＲ踏切避難道拡幅の整備状況についてであ

りますが、今回復興事業の避難道路として、整備を進

める路線につきましては、踏切が通行の妨げにならな

いよう、前後の道路計画幅員に見合った踏切幅に拡幅

するため、ＪＲと協議を進めているところであります。 

 次に、市道整備についてお答えをいたします。 

 まず、市道小久慈線の路面整備についてであります

が、本路線は大型車両の交通量が非常に多いため、市

道日吉町堀線との交差部は部分的にかなりの損傷を受

けている状況にあります。損傷は路盤にまで達し、単

純な路面補修では改善されないことから、現在対応に

ついて準備を進めているところであります。 

 次に、市道上長内下長内線の路面整備につきまして

は、昨年度一部を舗装補修事業により整備したところ

でありますが、今後も当路線を含め損傷度合いを調査

しながら、計画的な舗装補修に努めてまいりたいと考

えております。 

 次に、側溝整備についてであります。 

 ご質問の路線につきましては、整備当初は盛土のり

面下の土側溝により路面排水を処理する形態となって

おりましたが、整備後の宅地造成等により土側溝が埋

まり、排水不良が生じているものと捉えております。 

 今後、路面排水を確保するための手法等について検

討を進めてまいりたいと考えております。 

 次に、市道久喜漁港線についてお答えをいたします。 

 まず、昨年３月11日の大津波後、急斜面が削られた

ことによる土石崩落の防止対策についてでありますが、

ご質問ののり面は裸地で急勾配ではありますが、砂岩

で構成され多少の崩れが見られるものの急迫的な状況

ではないことから、今後も引き続きパトロールを行い、

のり面の安全確認や路面等の適切な維持管理に努めて

まいりたいと考えております。 

 次に、路面の沈下対策についてでありますが、沈下

の原因をよく調査し路面補修等の対応を行ってまいり

たいと考えております。 

 次に、小屋畑川の堆積土砂撤去についてであります。 

 県北広域振興局土木部によりますと、昨年の台風15

号による土砂堆積の著しい長内川との合流点付近につ

いては、本年３月に河道掘削を行ったところであり、

また、小屋畑橋下部を含めその他の箇所については、

河川の流下能力に支障を来すなど緊急を要する箇所か

ら優先順位を勘案し、順次撤去してまいりたいと伺っ

ているところであります。 

 市といたしましても、引き続き河川の適正な維持管

理について要望してまいりたいと考えております。 

 以上で、新政会代表上山昭彦議員に対する私からの

答弁を終わります。 

○議長（八重櫻友夫君）  亀田教育長。 

    〔教育長亀田公明君登壇〕 

○教育長（亀田公明君）  新政会代表上山昭彦議員の

ご質問にお答えをいたします。 

 初に、小・中学校のトイレの水洗化についてお答

えをいたします。 

 久喜小学校、小袖小学校、三崎中学校のトイレの水

洗化の着工見通しについてでありますが、現在設計業

務を行っており、業務完了後早期に工事執行し、年内

の工事完成を予定しております。 

 次に、各小・中学校における津波避難マニュアルの

策定状況についてお答えをいたします。 

 昨日の創政会代表下川原議員ほかにお答えいたしま

したとおり、久慈湊小学校、長内小学校につきまして

は、既にマニュアルは策定済みであります。また、学

区に津波被害が予想される小・中学校につきましても、

震災の経験を踏まえたマニュアルが既に作成されてお

ります。 

 後に、新市営野球場建設についてお答えいたしま

す。 

 新野球場建設の進捗状況については、昨日の清風会

代表小栁議員ほかにお答えいたしましたとおり現在地

から移転建設をするため、現在、災害復旧事業の適用

を目指し、県・国と協議をしているところであります。 

 以上で、新政会代表上山昭彦議員に対する私からの

答弁を終わります。 

○議長（八重櫻友夫君）  再質問、関連質問を許しま

す。４番上山昭彦君。 
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○４番（上山昭彦君）  それでは、再質問させていた

だきます。 

 まず、はじめに１つ目として質問項目の２番目消防

水利について、そして２つ目として質問項目の９番目

の（２）の②上長内下長内線について、そして３つ目

として同じ質問項目の（５）小屋畑川の堆積土砂撤去

についての３点について、初めに再質問をさせていた

だきます。 

 １つ目は消防水利についてでございますが、水利の

不十分なことは当局のほうもご認識しているとのこと

でございました。懸案でありました同地区への消防水

利の設置は、地権者の了解もいただきまして工事が始

まってその後中止ということで地域住民や地元消防団

にとっては大変残念なことととらえております。 

 現実問題として、地盤の問題があったことは理解で

きますが、この地域へは防火水槽の設置ができていな

い状況に変わりはなく、いざ火災等が発生した際の消

防水利の確保が困難であることは事実であります。住

宅が立ち並び、防火水槽を設置する用地の確保が困難

なことは理解でき、当局の設置したいが場所がないと

いう思いも察することはできますが、なんとか用地を

確保し早急な消防水利の設置を望むものであります。 

 そこで、河川付近の地盤に問題があるようであれば、

宅地東側原野部分がありますが、そこへの設置、また

はちょっと消防団には大変にはなりますが、小屋畑川

を挟みまして、対岸側の住宅地に近い場所へ防火水槽

を設置するなどの方法というものも考えられると思い

ますが、ご所見をお伺いしたいと思います。 

 ２つ目は、土木行政の（２）の市道整備について②

の上長内下長内線の路面補修についてでございますが、

昨年度整備していただきましたが、ここ上長内下長内

線は小久慈方面から長内方面へ、またはその逆もあり

ますけれども、朝夕の通勤や長内小学校、長内中学校

への児童・生徒が多数通学に利用する通学路ともなっ

ております。全面改修していただいた区間は、車両も

歩行者も比較的安心して通行できるように改善された

ものと思って大変感謝申し上げます。 

 しかし、小久慈方面へ向かった100メートルほどで

ございますけれども、いまだにくぼみができやすい場

所があり、車両の通行はもとより歩行者にとっても大

変車などが通り危険な場所となっております。くぼみ

が発生すると、市では応急的に早急に穴埋めを行い補

修してはいただいておりまして大変ありがたいのです

が、これからの梅雨時は、雨が降ると同じ路面箇所が

すぐに破損してしまう状況が続きまして、路面の全面

改修を行う必要性を強く感じております。この場所は、

凍上災の災害箇所とはならないのでしょうか。ご所見

をお伺いいたします。 

 ３つ目は、土木行政の（５）の小屋畑川の堆積土砂

撤去についてでございます。 

 長内川と小屋畑川の合流部の土砂は撤去し、それ以

外の部分は優先順位を見てやるということでございま

したけれども、現在の場所については多分ご認識され

ていると思います。この小屋畑橋がかかる部分ですが、

川の流れがＳ字になりまして、さらに橋がかかる中央

部が狭くなった場所に橋がかかっているため、川の流

れが絞り込まれてしまいまして、大雨時には流れが滞

り土砂が堆積しやすい場所となっています。 

 現在では、橋全体の約３分の１が橋本体から80セン

チぐらいのところまで土砂が堆積している状況でござ

います。きょうのような降水量であれば、まだまだ大

丈夫であろうと思いますが、近年ゲリラ豪雨のような

集中的な大雨がもたらされた場合、川と並行して走る

右岸側の市道上長内線側にあふれ出すおそれがありま

す。 

 昨年の台風15号の際にも、当該部分が川面と市道路

面がほぼ同じになりまして、あふれ出す寸前でありま

したし、きょうの台風の進路が昨年の台風15号と同じ

ような進路をとればちょっと不安なとこもありました

が、太平洋側にずれてなんとかよかったかなとは思っ

ております。 

 梅雨にも入りまして、台風シーズンが訪れる前に橋

梁下部の堆積土砂の撤去を行い、十分な河道の確保を

行わなければならないと考えますが、さらにご所見を

お伺いいたします。 

 市長、初め３点お願いいたします。 

○議長（八重櫻友夫君）  菅原総務部長。 

○総務部長（菅原慶一君）  消防水利についてお答え

したいと思います。 

 今のご案内のとおり、昨年といいますか、１カ所、

なんとかの地権者の了解をもって、そうして工事車両

のスペース、これもなんとか確保して工事に取りかか

ろうとしたところでございます。 

 それで、残念ながら若干掘ってから、玉石等が出て
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きまして工法等も関係者ともいろいろ検討した経緯が

ございます。しかしながら、矢板とかなんとかやって

もどうにもできないっていうことで、地元消防団とも

皆さんご存じだと思うんですけれども、泣く泣く断念

したっていうふうな経緯でございます。 

 それで、議員とこの問題について前からも何回も、

ここじゃなくても議論しているところでございますけ

れども、今たまたま申し述べられました対岸とかその

辺についても、実は用地交渉もう既にやっております

けれど、非常に困難、難儀をしてます。なかなかちょ

っと難しいなというふうな格好です。それから議員も

消防団員でございますので、重々ご了承っていうかご

承知のことかと思うんですけれども、対岸となります

と今回みたいな増水時、これについては消防団員の安

全確保の面から非常に問題があるだろうと。いろいろ

議員と意見を交しているところでございます。いずれ

にしろ、議員並びに町内会の皆さん方、消防団等々い

ろんな意見を考えながら、市長が申し述べましたとお

り必要については十二分に私ども認識しているところ

でございます。いずれ、なんとか工夫してあそこの解

決に一日も早く進めていきたいと、そのように考えて

おります。以上です。 

○議長（八重櫻友夫君）  小上建設部長。 

○建設部長（小上一治君）  それでは、２点のご質問

をいただきました。 

 まず、初めに市道上長内下長内線の路面の整備とい

うことでございます。凍上災にならないのかというこ

とのご質問があったわけでございますが、この凍上災

につきまして、採択要件の中に経年劣化等々がある場

合については凍上災の対象外であるということで、非

常にその部分について厳しい指導が県のほうからなさ

れてございます。そういった中で、今、凍上災の可能

かどうかということについて久慈市全体を、今、調査

中であります。そういった中で、この路線がどういう

位置づけになるかこれを考えていかなければならない

と思っていますし、そのほかに昨年やりました補修事

業等についても、考えていかなければならないとこの

ように思ってございます。 

 それから、２点目の小屋畑橋の河川の堆積の撤去と

いうことでございます。 

 この橋につきましても、私はちょっと土木時代対応

した経緯がございます。そういった中で昔のというか、

その当時の河床から確かに今埋そくしているというの

は認識はしてございますが、これについてもその状況

を県の土木のほう、県北地方振興局の土木部のほうに

対してその実情を話をして、早期に対応してもらうよ

う努めていきたいと考えてございます。 

 以上でございます。 

○議長（八重櫻友夫君）  ４番上山昭彦君。 

○４番（上山昭彦君）  ご答弁ありがとうございまし

た。 

 消防水利の設置も設置を求めている地域では、幸い

なことに宅地が宅地化されてから火災の発生はないも

のと思っております。いつ発生するかわからない火災

でありますので、今後も設置へ向け検討を重ねていっ

ていただけるものと期待しております。 

 市道上長内下長内の下長内線の路面に関しましては、

客観的に見まして凍上災に該当しないかするか、難し

いとこではあると思いますけれども、何とか子供たち

のことを考え、早急なる整備を願うものであります。 

 小屋畑川の堆積土砂撤去につきましては、堆積土砂

撤去にかかわり流れてくる土砂、土石というものは、

上流側山間部から流れてくるわけでございますけれど

も、上は多数の沢がございましてそこから流れており

ます。 

 一番近い部分でありますが、その沢のところであり

ますけども、流れてくるのは国道45号の東側の山で、

沢部分からとなりますけれども、ご承知ではあると思

いますけれども、この周辺は県の指定する土砂災害危

険箇所としまして、土石流危険渓流ということになっ

ております。 

 この土石流危険渓流より、昨年の台風15号の際に流

出した土砂が国道45号の暗渠を抜けまして、また三鉄

にもあるんですが、三鉄の暗渠をも通りまして、長内

町19地割地内の民家付近に結構堆積したものを、何と

かお願いして撤去していただいた経緯もございます。 

 ここだけに限ったものではありませんけれども、民

家付近まで土石が流れ出ないように側溝整備だけで済

むものかどうか、難しいとこがありますけれども、何

とか抜本的な対策が求められますが、再度その辺のお

考えをお聞かせいただきたいと思います。 

 とりあえず、以上、お聞かせください。 

○議長（八重櫻友夫君）  小上建設部長。 

○建設部長（小上一治君）  小屋畑川の堆積で上流部
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にさまざまな沢出しといいますか、があると、それが

危険渓流ということで指定になっているということで

ございます。 

 確かに国道、今の国道を通って南側のほうになるわ

けですが、そういったところに確かにいろいろ沢出し、

その他が出てきます。そして国道を通って、そして今

お話しあったように三鉄の下をくぐって民地、民家の

ほうにいくと、これにつきましてはいずれその状態を

またさらに見ながら、県とも相談していかなければな

らないというふうに思っております。 

 以上でございます。 

○議長（八重櫻友夫君）  ４番上山昭彦君。 

○４番（上山昭彦君）  土砂災害危険箇所につきまし

ては、久慈市だけでも623カ所というふうにあるよう

でございます。少しでも安心な暮らしができるように、

土木行政に努めていただければよろしいかと考えてお

ります。 

 次に、質問項目10番目の（３）新野球場建設につい

てお聞きいたします。 

 ご答弁では、現在地から移転建設する予定ではあり

ますけれども、災害復旧事業の適用となるよう県、国

と協議しているというお話でございました。まだ、初

めに質問いたしましたけれども、６カ所からの絞り込

みというのはなされていないのでしょうか。 

 また、昨年来の新野球場に関する、昨日来ですね、

きのうから新野球場に関するご答弁をお聞きいたして

おりますと、現球場で開催するのか新球場で開催する

のか、まだどちらかお決まりでないようなご答弁だっ

たようにも考えられます。 

 しかし、インターネット等の県のホームページ等を

見ますと、５月28日に開催されました第71回国民体育

大会岩手県準備委員会の常任委員会委員の、常任委員

ではありませんが委員には久慈市もなっておるはずで

すが、その常任委員会のほうで決定された第２次計画

というものを見てみますと、整備区分は改修というふ

うになっておりました。 

 仮設席を800席設け、バックスクリーン、きのう市

長も答弁しておりましたが、バックスクリーン拡幅、

バックネット改修を平成27年度から28年度までに整備

する計画ということで、決定となったという旨の書類

もありました。 

 現時点では、今の球場で開催するものと受け取って

よろしいでしょうか、お聞かせください。 

○議長（八重櫻友夫君）  宇部教育次長。 

○教育次長（宇部辰喜君）  まず、野球場の関連でま

ず初めに、６カ所の候補地のうち絞り込みをしたのか

ということについてお答えをいたしたいと思いますが、

まず３・11の震災前におきましては、６カ所の候補地

に内部で優先順位をつけまして、その優先順位の高い

順に所有者の意向を確認をしていこうというふうに、

そこからスタートしたわけでございまして、まず優先

順位の高い候補地の意向確認をほぼ終わった段階での

３・11ということでございました。 

 それ以降におきましては、いろいろと補助金とか財

源等のいろいろな国との協議等を進めてまいったわけ

でございますが、その１カ所の候補地につきまし、優

先順位１カ所につきましては現在も変わっておらない

という状況でございまして、絞り込んだというよりは

優先順位の高い今候補地の意向確認を、さらに進めて

いくというふうな段階でございます。 

 それから、国体の会場が現野球場かあるいは新設す

る野球場かということでございますが、これにつきま

しては先ほど議員おっしゃったように、県に対しては

現野球場の補修といいますか、改修を進めて開催をす

るというふうなことで報告をしてございますが、もち

ろんこれまで教育長が答弁しておりますとおり、新野

球場が国体に間に合えばいいわけでございまして、そ

れもあわせて進めていきたいというふうなことには変

わりはございませんが、県に対しては当面現野球場の

改修ということでは報告をしております。 

 以上でございます。 

○議長（八重櫻友夫君）  ４番上山昭彦君。 

○４番（上山昭彦君）  そうすれば、決定事項の内容、

中にも、本整備計画は現時点における予定であり、今

後の状況を応じて見直すということも書いてございま

すので、例えば新野球場が間に合えば、そちらでも開

催できるということでよろしいでしょうか。 

○議長（八重櫻友夫君）  宇部教育次長。 

○教育次長（宇部辰喜君）  そのように考えておりま

す。変更は十分に可能であるというふうに考えてござ

います。 

○議長（八重櫻友夫君）  ４番上山昭彦君。 

○４番（上山昭彦君）  それでは、次に質問項目の産

業振興についての（１）の久慈市中心市街地活性化基
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本計画についてご質問させていただきます。 

 第２期計画に向けまして現在の計画を検証し、抽出

された課題を解決し、２期目を目指すということでご

ざいました。 

 その中で１年間、今延長したわけですけれども、５

年間、前の５年間と現在６年間に延長しました新旧対

照表というのがございますけれども、それを見させて

いただきますと、事業としては新しいものがふえて４

つ、５つほどでしたか、ふえておりましたが、さまざ

まに目標とした数字は同じ数字となっておるようでご

ざいます。 

 この辺はどのようにとらえたらよいのでしょう。１

年延長したということで事業をふやしたのではござい

ますけれども、かかわる目標値とか効果は同じという

延長だったのでしょうか、お聞かせください。 

○議長（八重櫻友夫君）  下舘産業振興部長。 

○産業振興部長（下舘満吉君）  中心市街地活性化基

本計画についてのご質問にお答えをいたします。 

 １年間の延長につきましては、先ほど市長のほうか

らのご答弁のとおりでございますが、今お話ありまし

た事業について、新しいものが４つほど加えておるわ

けですけれども、いわゆるソフト事業的な部分という

のが大方４つの部分となっております。 

 したがいまして、特別に売り上げであったりとかさ

まざまな数値の変更というのは、これからそれをやる

ことによってさらにどのような上乗せをしていけばい

いのか、あるいは数値設定をしていくかという部分で、

新しい２期目に向けての調査等も加えながら進めてい

くということで、延長部分につきましては従来どおり

の形で大方進んでいくというふうに思っております。 

○議長（八重櫻友夫君）  ４番上山昭彦君。 

○４番（上山昭彦君）  わかりました。 

 さまざまに数値目標クリアできたもの、まだこれか

らクリアしていかなければならないもの等あるようで

ございます。さまざまな課題を解決し、今後の２期目

の計画に向けまして、何とかいい方向に持っていって

いただければと思います。 

 次に、ＮＨＫ朝の連続ドラマに「あまちゃん」でご

ざいますか、大変今話題となっております。先ほども

質問させていただきましたが、きのうは市長のとこに

もＮＨＫの方が来られたようでございますし、新聞等

にも研修が始まっているという報道も、きょうの新聞

なされておるようでございます。 

 さまざまな民間の方々の協力があって、ＰＲ活動が

できるものと思っておりますが、その辺の「あまちゃ

ん」に関してもう一度ご答弁をお願いしたいと思いま

す。 

○議長（八重櫻友夫君）  下舘産業振興部長。 

○産業振興部長（下舘満吉君）  「あまちゃん」につ

いてのご質問にお答えをいたします。 

 今、議員のほうからもお話ありました、あるいは昨

日、きょうの先ほど市長からの答弁もありましたけれ

ども、いずれ非常に経済効果であったり、いろんな部

分で大きな影響を及ぼすものだろうと私は考えており

ます。 

 そういった中にあって、やはり昨日もご答弁の中で

申し上げたんでありますが、行政、市民、一体となっ

てこのことについて取り組んでいくことが、一番肝要

であるだろうとこのように思っております。 

 まさに、昨日も申し上げましたけれども、いわゆる

おもてなしの心であったりとか、あるいはホテルであ

ったりタクシー会社であったり、いろんな関係の方々

が共同してその中で組織をつくって、そして万全な体

制で受け入れをしていく、そういったのが今後必ず必

要になってくるとこのように思っておりますので、そ

ういう体制づくりをしながらこの支援であったり、受

け入れ体制の整備に当たっていきたいとこのように考

えております。 

○議長（八重櫻友夫君）  ５番泉川博明君。 

○５番（泉川博明君）  上山議員の一般質問に関連い

たしまして、何点か質問させていただきます。 

 まずもって、昨年の３・11から早１年と３カ月が過

ぎ去った今日ではございますが、当市におかれまして

は市長を初めとする絶え間ないご尽力により、復旧も

順調に進んでいるものと私なりに感じているところで

ございます。今後におかれましても手を抜くことなく、

復興に向け、市民のために頑張っていただきたいと思

います。 

 それでは、質問に入らせていただきます。 

 まず第一に、質問項目の９、土木行政についての

（４）、①でございますが、市長の答弁では調査した

結果、砂岩で緊急性に欠き、今後パトロールを強化し

ていくという答弁でございましたが、この道路はこれ

までにも急斜面側から何度か土石の崩落がございまし
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て、通行等に支障を来している経緯があり、大変危険

と思われる道路でございます。 

 幸いにも、災害に伴う事故にはつながっておりませ

んが、現在の状況で申しますと３・11の震災で津波に

より斜面が削られ、大きく突起している場所が出現し、

少量ではございますが落石等が発生し、大規模な崩落

がいつ発生してもおかしくない状態でありますことか

ら、一市民といたしましても不安でなりません。 

 これらの状況判断で申しますと、事故を未然に防ぎ、

安全で安心して通行できる崩落防止の設備が急務であ

ると考えますが、ご所見をお伺いいたします。 

○議長（八重櫻友夫君）  小上建設部長。 

○建設部長（小上一治君）  今の市道久喜漁港線のの

り面の石の崩落ということで、市長のほうからご答弁

申し上げたものについては、現地は確認はしてきたつ

もりでございますし、そういうふうには思ってござい

ましたが、今議員さんからご指摘いただいきましたよ

うなその過去の実績、それからこれからの状況という

ふうなことが起こるのではないかということで、安心

と安全ということでのお話いただいたわけですが、い

ずれこの状況については現地をパトロール、その他を

綿密に行いまして、その状況が少しでも見えた場合に

ついては、即対応していきたいというふうな考えでご

ざいます。 

 以上でございます。 

○議長（八重櫻友夫君）  ５番泉川博明君。 

○５番（泉川博明君）  ご答弁をいただきましたけれ

ども、あまりにも甚大な被害をこうむった久喜漁港線

のかいわいではございましたが、この崩落危険箇所の

道路の急斜面側には、現在３分の１ぐらいのコンク

リートの吹きつけが整備されておるわけですが、残り

の箇所にもこのような方法等がよいのではと思います

が、このことについてのお考えをお伺いいたします。 

○議長（八重櫻友夫君）  小上建設部長。 

○建設部長（小上一治君）  今議員からお話あったよ

うに、その路線についてこの勾配、その他がきつかっ

た場合、ところ、それから過去に崩落があった場所に

ついては、確かにのり枠工法を使ってのり面を保護し

てございます。 

 いずれ、そういうふうなことが見受けられるような

状況になりましたら対応していかなければならないと、

今現在では調査、現場をパトロールしていくというこ

とで、それの状況を見ながら対応していく、対応して

いきたいというふうに思ってございます。 

 以上でございます。 

○議長（八重櫻友夫君）  ５番泉川博明君。 

○５番（泉川博明君）  再三調査したということでご

ざいますが、それでは再度お聞きしますが急斜面の突

起物、もうすごくこんな格好に突起しとるのが３カ所

ほど見えるんですが、そのことについてはどのような

考え方をお持ちでしょうか、お伺いいたします。 

○議長（八重櫻友夫君）  小上建設部長。 

○建設部長（小上一治君）  それでは、突起してる砂

岩ということでのお話でございました。 

 確かに現地を見させていただいた中でそういう箇所

はあります、ありました、実際に。そういうところに

ついて、さらに注意をしながら現場を確認していくと

いう対応では考えているところでございます。 

 以上でございます。 

○議長（八重櫻友夫君）  ５番泉川博明君。 

○５番（泉川博明君）  次に、質問項目の９番ですが、

（４）の②についてです。 

 ご答弁では前向きと感じておりました。過日早速調

査実施したように見受けられましたが、一応申します

と、路面が沈下しております場所付近で、３・11の災

害後、瓦れきを一時仮置き場に搬出作業中に道路が陥

没した経緯がございまして、そのときは瓦れきの搬出

が優先であったため、砕石等を入れ応急処置を行い、

現在に至っているところでございます。 

 この場所付近は地盤沈下に伴い、降雨のときは、け

さもそうですけれども、雨水がたまり通行にも支障を

来しておりますし、陥没したところも応急処置だけで

終わっておりますので、いつまた陥没するかわからな

い状況にございまして、事故につながる恐れが大であ

ると思いますので、早めに対策を練り、復旧工事を行

うべきと思いますが再度考えをお伺いいたします。 

○議長（八重櫻友夫君）  小上建設部長。 

○建設部長（小上一治君）  ただいまのご質問の路面

の陥没ということでございます。 

 現地確認させていただいてございます。それで今こ

の件につきまして、補修業者のほうにその沈下した状

況を説明しながら、その部分について舗装を壊しまし

て中の状態を調査すると、そういった中でどの範囲ま

でそういう状況があるのか、その状況をまずつかんで、
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その後に路面でいいのか、路盤でいいのか、路床まで

いってるのかということで、それを見きわめた上で対

処するということで、現在進んでいるところでござい

ますのでよろしくお願いしたいと思います。 

○議長（八重櫻友夫君）  ５番泉川博明君。 

○５番（泉川博明君）  この件につきましては、参考

までに陥没したときは私もその場所におりまして、穴

が横に深く、奥まで完全に砕石等を入れることができ

なかったと記憶しております。このことについてはご

答弁は要りません。 

 次に、質問項目の10番の教育行政についての（１）

小中学校のトイレの水洗化についてですが、ご答弁で

は設計業務を行っており、年内の完工を目指すとあり

ますが、震災の影響で延び延びとなっていただけに、

子供たちのうれしそうな顔が思い浮かびます。 

 安全で快適な環境のもと、授業にも励みが出ること

と思いますので、順次整備を進めていくべきと考えま

すが、ご所見をお伺いいたします。 

○議長（八重櫻友夫君）  宇部教育次長。 

○教育次長（宇部辰喜君）  ただいまの久喜小学校、

小袖小学校、そして三崎中学校のトイレの水洗化につ

きましては、教育長から答弁申し上げたとおり、現在

設計業務を行っております。 

 この設計業務につきましては、６月中旬あるいは７

月にかけて完了する見込みでございます。その後に工

事に着工となるわけでございますが、工事着工の予定

でございますけれども、７月の中旬ごろというふうに

予定しておりまして、夏休み中には騒音とか振動とか、

そういったもののある工事は夏休み中に済ませたいと、

その後に内装等工事を行いまして、年内には完成をし

たいというふうに考えてございます。よろしくお願い

いたします。 

○議長（八重櫻友夫君）  ６番木ノ下祐治君。 

○６番（木ノ下祐治君）  それでは、上山議員の質問

に関連いたしまして、何点か質問させていただきます。 

 項目でいくと順序不同になりますが、ＮＨＫの連続

ドラマについて、これについて若干昨日以来、各議員

の皆さんからの質問が、要望等があっているわけです

が、この連続ドラマを久慈市にいわゆる持ってくるた

めに、随分と苦労された職員の皆さんがあると思うん

ですが、要望ばっかりして職員の労をねぎらう議員が

いないなあと、若干残念だなあと思っておりまして、

先にこれを取り上げさせていただきますが。若干市長

に苦言を申したいと思いますが、このドラマを誘致す

るために担当職員の皆さんがかなり苦労なさったと私

は推察いたしますが、恐らく私の認識からいくと個人

の懐を痛めてまで、いわゆる接待という言葉はよくな

いでしょうが、例えば一緒に食事をしたり、いろいろ

来れば、あいさつをすれば、ただ帰すわけにはいかな

いでしょうから、そうすれば一緒に食事をしたり、ま

たこっちからの汽車賃をかけて何度も出向いているは

ずですが、いわゆるそれを公費で補っているのかどう

か。 

 本来であれば、例えば汽車賃ぐらいは当然市のほう

で負担して差し上げるべきだと思うんですが、恐らく

もしかすると個人の懐から金を出し、お金を出し、い

わゆる自分の給料から出してまで、それを一生懸命努

力したんではなかろうかなとそのように推察をいたし

ますが、その辺について答弁をお願いいたします。こ

れは、副市長ですよ。 

○議長（八重櫻友夫君）  外舘副市長。 

○副市長（外舘正敏君）  「あまちゃん」の誘致にか

かわって、確かにご質問のとおり非常に担当部、担当

課の職員等が、ＮＨＫと１年以上にわたっていろいろ

接触をしながら、結果的には誘致になったということ

でございます。その点については私らも非常に担当職

員については感謝している状況であります。 

 今ご質問の例えば出張、旅費をかけて出かけていっ

たということは、それは個人の支出はございません。

出張する場合には、当然旅費を支払っているというこ

とであります。 

 ただ、いわゆる公式ではなくて、たまたま例えばデ

ィレクターの方とかそういう方々と、じゃあ、きょう

少し時間あるから夜ということも、それはないわけで

はないわけでして、それはやっぱりそれぞれ会費でも

って、自分たちのお金で食事あるいは飲食するという

ふうなことで対応してますし、このＮＨＫだけには限

らないでそういういろいろな事業全般にはあって、そ

ういうケースというのもないわけではないということ

でありますが、いずれ大きなそういう金銭的な負担を

おかけしてるということではないというふうに認識し

ておりますので、その辺はご理解をいただきたいと思

います。 

 ただ、それにさっき言ったように、いろいろな誘致
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へかかわってのおつき合いというのは、確かにそれぞ

れがそれぞれの立場で対応してきたということでござ

いますので、よろしくご了承願いたいと思います。 

○議長（八重櫻友夫君）  ６番木ノ下祐治君。 

○６番（木ノ下祐治君）  いわゆる新聞報道等、もし

くは何かの話題になる部分は当然市長がそれに対応す

るわけですが、いわゆる各部のそれを担当した方々に

はなかなか日の目が当たらないと、これが実態なわけ

ですから。 

 当然、何かすれば市も、新聞に載ってましたけども、

市長がインタビューを受けた。そういったことで、何

か一生懸命やった方々がこっちのほうにいて、当然市

長ですから当然日の目を見るわけですが、そういった

関係、私はいわゆるこういう久慈市を変えるような一

大的なイベントを持ってきた、一生懸命やっている職

員の皆さんにご苦労だったなあと、当然これからもま

だ苦労するわけですけども、まだ今いわゆる初歩に、

初期についたばっかりですから、これからどういう問

題等が起きてきたり、またそういったことがあるかも

しれませんけど、頑張って対応をしていただきたいな

あと、まず職員の労をねぎらって差し上げたいと、そ

ういう思いで取り上げさせていただきました。 

 それでは、次の質問に移らせていただきますが、県

有林について質問をさせていただきますが、いわゆる

県有林というのは、一般的にただ漠然と聞けばいわゆ

る県が何か土地を持って、いわゆる運営してるんだと

いうような錯覚を持つわけですが、いわゆる当局の先

ほどの市長の答弁では、当然個人の山林をお借りして

やってるんだということは認識のようですが、いわゆ

る先ほどの答弁のとおり個人の山をお借りして、大体

県はそれを50年間管理をいたしましていわゆる分収、

つまり60％対40％で委託を受けてるわけですが、この

年間、50年間を経て伐採してしまうと、先ほどの答弁

のようにあとは個人の一たんそれで打ち切りになりま

すので、個人に返されると、それで個人のいわゆる考

え方一つということであるわけですが、これをいわゆ

る久慈市の、久慈市が自分の市の山林、山の状況を見

たときです、放置されているということは、植林され

てないで放置されているということは、現状見ている

という答弁でありましたけれども。じゃあ、これを今

は放置されているその山や山林に対して、これをどう

すべきかということをどのように把握しているのか、

考えているのか、検討しているのか、その辺について

お尋ねをしたいと思います。 

○議長（八重櫻友夫君）  村上農林水産部長。 

○農林水産部長（村上章君）  健康造林、県有林のこ

とについてお答えを申し上げます。 

 ただいま議員からるる説明してご紹介していただき

ましたように、県有林の底地は個人所有でございまし

て、久慈市には県有林そのものはございません。底地

が個人のものでそこに県が代行で造林すると、そのよ

うなものにおいて健康造林地と、そのように呼んでい

るものでございます。 

 それで、県と個人経営者との契約でいくと、大体50

年程度の契約を結んで、その後伐採になるわけでござ

います。その後どうするのという考え、市の考え方の

ご質問でございました。 

 私は、やはり森林の持つ多面的機能、公益義務と申

しますか、それを行動に発揮させるためには、やはり

再造林が必要だなあと思ってはございます。 

 実態でございますけども、先ほども市長からご答弁

申し上げましたとおり、天然萌芽といいますか、再造

林を行わず天然萌芽で処置しているものも随分と見受

けられますので、今後市で作成します森林計画等にそ

の思いを込めて計画してまいりたい、そのように考え

ているものでございます。 

 以上です。 

○議長（八重櫻友夫君）  ６番木ノ下祐治君。 

○６番（木ノ下祐治君）  いわゆる私は専門家ですの

で萌芽更新、そういったことはすべて把握しておりま

すが、なぜじゃあその萌芽更新もしくは自然でそのま

ま放置しておくんだということになるわけですが、そ

の山林地主の方々がなぜ植林をできないかということ

にあるわけです。 

 植林をするためには当然経費がかかるわけです。と

ころが、今の仕組みですとその森林に対する間伐の補

助、いわゆる山の手入れに対するはすごく手厚い制度

が国、県の制度であります。 

 ところが、肝心の山を育てる植林に対する補助金と

いうものは、ほとんど、ゼロではないですが多少はあ

ります。昔の昭和の20年ちょっとぐらいの植林ブーム

の時代から見ると、いわゆる制度がないと言ってもい

い。 

 いわゆる山林地主が、山林地主がほとんどの経費を
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自分で出して賄わなければ、植林をできない状況にあ

る、これが現状です。 

 ですから、久慈市が放置されているということは認

識しているが、久慈市の山林といえども個人の山だか

ら、いや、おれらは関係ないと、関係ないとは言って

ないけれどもそういう、それに近いいわゆる答弁に近

いわけです。 

 この現状を見た場合、新しい仕組みをつくらなけれ

ばならないわけです、当然なことながら。 

 久慈市がこのまま、いわゆる山をこのまま放置して

おけば、今の県有林、民有林にもそうですが、一たん

植林した山を放っておきますと、いわゆる赤松、杉、

カラマツもそうですが、今はカラマツがいわゆるどこ

行っても引っ張りだこなわけですが、資源の枯渇につ

ながると、これはもう明らかなわけです。 

 昭和20年には戦後植林したやつが、大体35年間連続

植林されていますが、それ以降ほとんど植林されてな

い。まして今木材の価格が安いために植林はゼロに近

い。 

 植林されている部分は保安林いわゆる強制的に国で

制度をつくり、ここの保安林の分は土砂崩壊保安林や

それこそ水源保安林、そういったところは強制的に法

律をもって植林することになっているわけですが、そ

れ以外のところは全く野放しであると。 

 何かの仕組みを早期につくらなければ、山林の経営

は成り立たなくなりますので、久慈市としての独自の

計画を早急につくる考えがあるのかどうか、考えをお

伺いいたします。 

○議長（八重櫻友夫君）  村上農林水産部長。 

○農林水産部長（村上章君）  市の独自の施策を考え

る必要があるという意見でございました。 

 まず、現在の木材状況でございますけれども、余り

にも木材価格の低迷が続きまして今議員がおっしゃっ

た状況にあるんだと、そのようにとらまえてはござい

ます。 

 そして、市の所有する林ですか、市有林は1,900ヘ

クタール程度ございます。また、健康造林地も6,300

ヘクタールほどございます。これは私は本当に貴重な

財産であると、そして後世につないでいかなければな

らない、そのように思いを持ってございます。 

 新たな施策ということでございますけれども、先ほ

どお話した木材の価格等の低迷等から、例えば間伐材

等を林地に残したまま、そのような状況が見られるわ

けでございますけれども、それを例えばですが搬出す

るすべ、支援策等も考えまして今後対応してまいりた

い、そのように考えているものでございます。 

 以上です。 

○議長（八重櫻友夫君）  ６番木ノ下祐治君。 

○６番（木ノ下祐治君）  県有林の今の山の放置の問

題ばかり取り上げていると次のやつに移れないんです

が、もうちょっとだけ、時間がないな。 

 いずれにしても、考えてるだけではだめですので、

まず行動しなければならない。考える、考える、考え

るって、そういうことばっかりやってるといつになっ

ても先に進まない。まず、行動すること。物事という

のは、我々現場にいる者としては考えてばっかりいた

ら先に進まないから、いやあ、残念だ、残念だと、そ

んなことばっかり、繰り返してばっかりいられないわ

けです。 

 いずれにしても、資源の枯渇になることは目に見え

てるわけですから。そういった部分を当局もきちんと

把握してるようですので、きちんとそれに対する計画

等を、いわゆる何らかの対策をきちんと検討していた

だきたい。答弁をいただいてると時間がなくなります

ので答弁はよろしいです。 

 教育旅行の件についてですが、漁業のほうに、この

間の体験旅行の部分にだけ、時間がないので絞ります

が、私のところの侍浜町でこれを一生懸命やっていた

だいたということで、大変感謝をいたしておるところ

ではございますが、ただいろいろと、いやあ、一生懸

命よくやってくれるなと、そういう私の思いと裏腹に、

やはり漁業に携わる、磯漁業に携わる方々の中には、

いやあ、あんなに生徒を連れてきて一生懸命魚等とっ

たりいろいろやれば、資源がどうのこうのという、い

わゆるそういうちょこっとした話も出てるようですの

で、その辺のところをきちんと話をしてこれから進め

ていただきたいなと、この議場の中の議員の中にも一

生懸命やった方もおりますので、それは大変感謝して

るんですが、今の言うたようにいわゆるこれからのき

ちんと対策をとっとかないと、せっかく始めた漁業の

体験旅行がおかしな方向にいってはまずいと思います

ので、その辺のところの答弁をお願いしたいと思いま

す。時間となりますので。 

○議長（八重櫻友夫君）  下舘産業振興部長。 
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○産業振興部長（下舘満吉君）  教育旅行についてご

質問いただきました。 

 いろいろご協力をいただきまして海のほうも展開を

できているということで、大変ありがたく思っており

ます。 

 一方では、今ご質問にありましたように、漁業に携

わる方々の中にはいろんなご意見もあるということで

ございますので、いわゆる漁業関係あるいは婦人団体

とかいろんなグループによって、いろんな体験をさせ

ていただいておりますけれども、再度そういった部分

について今後またお話をお聞きし、改善できるところ

は改善しながら受け入れ体制を整えてまいりたいと、

このように思いますので今後ともどうぞよろしくお願

いいたします。 

○議長（八重櫻友夫君）  11番澤里富雄君。 

○11番（澤里富雄君）  上山議員の質問に関連して何

点かお伺いをいたします。 

 質問項目の１番ですけども、地球温暖化について

（１）の公用車のＣＯ２排出対策についてであります。 

 近では、ハイブリット車やあるいは低燃費車など

低公害車の普及が、環境意識の高まりを背景に自動車

総数の２割ぐらい占めるまでになってきておりますけ

ども、当市の低公害車の台数、先ほどの答弁では３月

に電気自動車を１台導入したと答弁がございましたけ

ども、この低公害車の今後の導入の計画についてお伺

いをいたします。 

○議長（八重櫻友夫君）  菅原総務部長。 

○総務部長（菅原慶一君）  まず、台数ということで

ございました。 

 手前どもで今公用車の総台数が238台、そしてその

うちの低公害車といいますか、それが65台となります。

ただ、バス等についてはどうしても、なかなかに低公

害車等のちょっと難しゅうございますので、それらを

除きますと、今低公害車の占める割合は36.3％になっ

ております。 

 いずれ今後につきましては、市長からもご答弁申し

上げているとおり、いずれ低公害車を中心にいずれ買

いかえといいますか、そういうふうなのを進めてまい

りたいとそのように考えております。 

 以上です。 

○議長（八重櫻友夫君）  11番澤里富雄君。 

○11番（澤里富雄君）  低公害車には、この電気自動

車のほかに国で定める燃費基準値を達成した車種もあ

るわけですけども、先ほどお話がありましたバス等に

ついてはなかなかに難しいということもありますけど

も、今既にトラック等においても低公害車が出回って

おります。 

 原油価格の高騰等がこの普及に拍車をかけてる部分

があると思いますけども、 近では市長も市内出張の

際には低公害車を使用しているようですが、低公害車

は初期投資が若干普通の車より高いわけですけども、

長い目で見ればガソリンの使用量が減れば当然経費の

節減にもなるし、また温室効果排出ガスの削減にもつ

ながりますので、積極的に推進すべきと思いますけど

も、改めてご所見をお伺いしたいと思います。 

 また、先ほど36.3％まで低公害車に移行していると

いう答弁がありましたけども、燃料費の節約やあるい

は温室効果排出ガスの削減等を、対比について数字的

にとらえているのであればお示しをお願いしたいと思

います。 

○議長（八重櫻友夫君）  菅原総務部長。 

○総務部長（菅原慶一君）  単純に対比というのはち

ょっとなかなかに難しいかと思いますけれども、参考

までに現在市長は市内、これは電気自動車の緊急とい

いますか急速な充電装置、なかなかまだ県内普及して

おりませんので市内等に限るんですけれども、これら

につきまして電気自動車とそれから通常のガソリン車

を比較して例を申し上げますけれども、電気自動車だ

とキロ、１キロメートル走るのに大体2.二、三円程度

と積算しております。それからガソリン車ですと、こ

れは仮定ですけれどもおおむね１キロ10円程度、その

ように試算はしております。 

 したがいまして、単純に比較はできないとはこれも

重ねて申し上げますけれども、おおむね４倍から５倍

の効率的であるなとそのようには承知しております。 

 以上です。 

○議長（八重櫻友夫君）  11番澤里富雄君。 

○11番（澤里富雄君）  ありがとうございます。 

 次に（２）の節電対策についてお伺いいたしますけ

ども、福島の第一原発事故により電力不足が大きな社

会問題となっておりますけども、先ほどの答弁では市

庁舎内の電灯あるいはパソコン、それからトイレの使

用しないとき等消灯し、節電に努めているというご答

弁がございました。 
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 その中で、電灯等の節電効果が高いと言われており

ますＬＥＤ化が、余り進められていないように見受け

られますけども、この実態と今後の取り組み計画につ

いてお伺いをいたします。 

○議長（八重櫻友夫君）  菅原総務部長。 

○総務部長（菅原慶一君）  市内等におきましては、

世間一般におきましていわゆる電球、これについては

コネクターといいますか、簡単に交換できるもんです

から、いずれそこの辺はだんだんに普及しているなと

は感じておりますけれども、市役所のものにつきまし

てはある程度基盤、いわゆる何といいますか、いわゆ

る蛍光灯の場合でもＬＥＤランプ等の場合、基盤から

かえなきゃなりません。 

 そこで、いずれ年次計画的に進めてまいりたいと、

今後進めてまいりたいと考えております。 

 ちなみに、消費電力比較いたしますと、蛍光灯の場

合ですと約40％程度の節減になるとは試算しておりま

す。したがいまして、計画的に庁舎内、それから公共

施設、これらについてもだんだん進めていきたいなと

そのように思っております。 

 以上です。 

○議長（八重櫻友夫君）  11番澤里富雄君。 

○11番（澤里富雄君）  ぜひ、そのような方向で進め

ていただきたいと、計画的に進めていただきたいと思

いますのでよろしくお願いいたします。 

 次に、８番のＮＨＫ朝の連続テレビ「あまちゃん」

についてお伺いをしたいと思います。 

 この小袖の北限の海女は100年以上の歴史を持って、

久慈市のみならずこの近隣町村も大きな関心を持って

いると思いますし、観光等大きな波及効果を期待して

いると思いますけども、このドラマは東京育ちの女子

高生が、母のふるさと北三陸の小さな町で海女として

成長していく内容と聞きますけども、このロケ地です

けどもこれは久慈の広域にわたるのか、そうであれば

近隣町村との連携も極めて大事なことだと思いますが、

どのような状況でロケに入るのかお伺いをいたします。 

○議長（八重櫻友夫君）  下舘産業振興部長。 

○産業振興部長（下舘満吉君）  ロケ地の場所という

ことでのご質問でもあります。 

 今現在の状況で聞いておりますと、調査等も含めて

ですが中心になるのは久慈、特にもう海女ということ

で小袖地区になろうかとは思いますけれども、いわゆ

る三陸鉄道であったりとか、いろんなそういったのも

含めながらのドラマ制作になるのではないかと。決定

したものではないんですが、一応そういうようなお話

も伺っておりますので、広域になるものだと私自身は

そのように思っております。 

○議長（八重櫻友夫君）  11番澤里富雄君。 

○11番（澤里富雄君）  この「あまちゃん」ですけど

も、この北限の海女にかかわるドラマとなるわけです

けども、これは建設部のほうになるのか、今度の定例

会補正にこの小袖海女センター建設事業費、これが１

億389万2,000円が予算化されておりますけども、この

ドラマにかかわりがあるのか。 

 もしあるのであれば、早急に建設しなければならな

いと思うわけですが、建設の時期あるいは建設場所、

あるいは建設規模についてお伺いをしたいと思います。 

○議長（八重櫻友夫君）  下舘産業振興部長。 

○産業振興部長（下舘満吉君）  海女センターの建設

についてのご質問であります。 

 我が部署のほうで担当しておりますので私のほうか

らご答弁申し上げますが、ドラマにかかわってという

部分にはならないと思っております。 

 というのも、これから実施設計なり、設計、実施設

計等々が行われてそれからの発注ということでござい

ますので、ドラマのところにはなかなかに、完成とい

う時期には間に合わないのじゃないかなとこのように

思っております。 

 今現在考えておりますのが、現在今まで建ててあっ

た場所ということで検討しておりますし、建物につき

ましては３階建てでいきたいとこのように今現在考え

ているところでございます。 

○議長（八重櫻友夫君）  11番澤里富雄君。 

○11番（澤里富雄君）  そうですね、前回、昨年です

か、建設して間もなく３・11の津波、１年もたたない

うちに被災されたという事実がありますので、この建

設に当たってはその辺も考慮しながら建設していただ

ければと思います。 

 次に、10の（２）ですけども、津波避難マニュアル

についてお伺いをしたいと思います。 

 このことは昨日も議論されておりますけども、これ

までの答弁では、当市では久慈湊小学校と長内小学校

が対象になるということでありますが、この２校につ

いてはあらゆる場面を想定して３月11日発災後に改定
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し、安全な避難ができるものと思っているという答弁

がありましたが、このあらゆる場面というのはいろい

ろなことが想定されるわけですけども、具体的にどの

ような場面を想定して作成されたのかお伺いをいたし

ます。 

○議長（八重櫻友夫君）  亀田教育長。 

○教育長（亀田公明君）  津波避難マニュアルについ

てのご質問にお答え申し上げますが、まず久慈湊小学

校、それから長内小学校については、これは浸水区域

内にある学校ということでの対応でございます。 

 それから、あらゆる場面と申しますのは、これはこ

れまでは避難訓練については、学校管理下においての

避難訓練等をしてまいりました。 

 しかし、３・11のあの震災の経験を踏まえた中では、

いわゆる登下校中であったりあるいは家庭におったと

きであったりと、そういったところでの対応も同じよ

うに重要であるという認識を持ったわけでございまし

て、そういったときにはどういうふうな避難をするの

かといったようなことについて、いろいろとこのマニ

ュアルの中で示して、子供たちに指導してまいるとい

うふうなことでございます。 

 以上です。 

○議長（八重櫻友夫君）  11番澤里富雄君。 

○11番（澤里富雄君）  今答弁をいただきましたけど

も、３月11日の津波の震源地ですけどもこれは仙台沖

であったわけですけども、これがもし久慈沖あるいは

久慈以北沖の震源地であれば、状況が大きく変わって

くるのではないかと思われますけども、今回もよく言

われましたけども、想定外の津波であったと言われて

おりますけども、想定外以上の津波がまた押し寄せる

可能性もあるわけですけども、それこそそういったこ

とも含めたあらゆる場面を想定したマニュアル作成で

なければならないと思うわけですけども、今も教育長

のほうからもお話がありましたけども、この作成に基

づき時間帯等をずらした避難訓練とか、そういったど

んな時間に来るのかもう想定ができないわけですけど

も、避難訓練等の実施についてもいろいろなことを想

定した訓練をすべきではないかと思いますけども、再

度ご所見をお伺いいたします。 

○議長（八重櫻友夫君）  亀田教育長。 

○教育長（亀田公明君）  再度のご質問にお答え申し

上げますが、今議員さんおっしゃられましたような、

いわゆるこれまでの避難訓練と異なった状況下での避

難訓練について、これ子供たちに対して、それについ

て例えば長内小学校でも下校中に津波の警報があった

といったときの対応の処理、対応の方法、あるいは湊

小学校でもそういったことについての対応について、

これまでも指導してきてるわけでございます。 

 先般の６月15日の防災、避難訓練についても、津波

避難訓練についても、やはりそういった中では重要な

位置づけを持っているというふうに認識をしてござい

ます。 

 今後とも学校管理下以外の場所での、子供たちのみ

ずから考えてみずからが自分の命を守るといったとこ

ろに重点を置きながら、その指導をしてまいりたいと

思います。 

 以上でございます。 

○議長（八重櫻友夫君）  11番澤里富雄君。 

○11番（澤里富雄君）  新政会では、この３月の末に

久慈から仙台までの津波被災地の視察に行ってまいり

ましたけども、昨日も創政会の皆さんも行ってきたと

いうことでお話がされましたけども、この中で多くの

子供たちが犠牲になりました大川小学校を視察してき

たわけですけども、あそこも湊小学校のように川沿い

に位置し、学校からは海が見えない場所であります。 

 その学校ですけども、学校敷地のすぐ隣が山になっ

てるんです。低学年であれば山に登るのに多少苦労す

るかもしれませんけども、高学年であれば十分登れる

山であるのに、この川上２キロぐらい先の中学校に避

難途中に津波に飲み込まれ、多くの児童が犠牲になっ

たということでありますけども、これは今言ったよう

なこのマニュアルが作成されていなかったのか、ある

いは誘導する先生の判断の過ちも考えられますけども、

的確なマニュアル作成とともに日ごろから有事の際の

誘導の先生方、どういう先生方が就任しているか、浜

の出身じゃない方あるいは山手の方の出身の方々の先

生方もいる場合もあると思うんですけども、先生方の

指導も極めて大切だと思いますが、この指導方々等に

ついても考えをお伺いいたしたいと思います。 

○議長（八重櫻友夫君）  亀田教育長。 

○教育長（亀田公明君）  いわゆる子供たちは当然に

そうした先ほど申し上げましたような、自分の身は自

分で守るといったようなことの徹底をするという指導、

そのほかに今議員おっしゃられましたように、先生方
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が的確な判断で子供たちを避難させることができると

いった、そういったことについてもマニュアルの中で

しっかりと位置づけながら、各学校でその対応をする

ように私のほうでも指導してございます。 

 今後もそういったところで、さらにこの充実を図っ

てまいりたいと思います。 

 以上でございます。 

○議長（八重櫻友夫君）  この際、昼食のため休憩い

たします。 

 再開は午後１時といたします。 

    午前11時46分   休憩   

癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩 

    午後１時00分   再開   

○副議長（下舘祥二君）  休憩前に引き続き、会議を

開きます。 

 新政会代表、上山昭彦君の一般質問を継続します。

関連質問を許します。 

 12番中平浩志君。 

○12番（中平浩志君）  それでは、午前中に引き続き

関連を行います。 

 まず、節電対策についてでございます。 

 先ほどの答弁聞いてますと、ＬＥＤに本庁舎を含め

ながらかえていくというのは結構経費もかかるので順

次移行、計画を持って進めていくということというふ

うにとらえましたし、もちろんそのとおりだなという

ふうには思いますけれども、今家電の普通の電気、こ

れが日本の国内メーカーもう生産しないよと、主な

メーカーに関しては、この間テレビでやっていたよう

な記憶がします。 

 やはりそういうのを考えると、必然的にもちろん行

政側もそうでしょうし、一般、我々の家庭もＬＥＤ化

になってくるのかなというふうには考えられます。 

 ただ、行政側として順次と言いながらも、大体何年

をめどにＬＥＤ化にしていくのかというのを再度お聞

かせください。 

 その次が、再生エネルギーについてでございます。 

 大規模なもちろん再生エネルギー化というのは、あ

ちこちで今やってますし、きのう以来いろんな議論も

ありましたし、私考えるにはもちろん太陽光もいいで

しょうし、風力ももちろん立派なエネルギーだという

ふうに思ってますし、ただそうは言いながらも身近に

ある水を利用していくというのもどうなのかなと、例

えばうちの地域にある滝ダムなんか、あそこはもう常

に水が流れているわけですけれども、あれをもっと有

効利用したほうが自然にも優しいし、要らない経費も

かけなくても私はいいのかなというふうな気がしてま

す。 

 多分、今あそこでは電気起こしてると思いますけれ

ども、あれをもうちょっと規模を大きくして、もうち

ょっと利用的な部分を考えながらやっていくというの

も、一つの手ではないのかなというふうに思いますの

で考えをお聞かせください。 

 その次が、畜産業についてでございます。 

 久慈市では短角牛、ヘルシーで健康に優しいという

か、いい肉だということで宣伝してますし、平庭山荘

なんかでも短角牛のステーキ等は一生懸命宣伝してや

っておりますけれども、今そういった赤肉、短角牛を

生産してる農家の数というのは、私見ている範囲では

かなり減ってきているのかなというふうに思われます。 

 特に、私の生まれ故郷である山根地区に行ってみて

も、昔あれほど短角牛生産というか、やってた農家の

方々がほとんど黒になってきています。 

 何が原因かというと単価が安くてやってられないと、

短角牛に関しては。とてもじゃないが、短角牛やって

ては飯食えないというふうな率直な意見が聞こえてま

いります。 

 やはり、そういった部分を考えますと、放射能のも

ちろん影響等で単価が安くなっているというものある

と思いますけれども、ただ将来的な部分考えると、短

角牛でヘルシーだといううたい文句をしながら、実際

に生産する農家がいなくなったらどうするんですかと

いうことも今後心配になりますので、そういった部分

では今後どのような取り組みをしていくのかお聞かせ

ください。 

 次は、話題になっておりますＮＨＫの連続ドラマの

関連になりますけれども、きのうも新聞、けさの新聞

載っておりましたけれども、ＮＨＫのディレクター、

プロデューサー等が来たということで、これから一生

懸命久慈市としてＰＲ活動等を協力し合ってやってい

くというんですけれども、実際に、じゃ、何をどんな

形で具体的にやっていくかというのはまだ私自身は聞

いておりませんし、何か計画があるのかなというふう

に思いますので、何だかんだ言いながらも来年の４月

の放送ですから、あっという間にもう過ぎていくわけ
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です。 

 今からきちっとした形で、きちんとＰＲ活動をして

いくというのが大事だと思いますし、なおかつ一部の

人たちだけで頭を寄り集めて考えてもそれ以上の発想

が浮かびませんので、いろんな人の意見をある程度聞

きながら、いろんな柔軟な意見を聞きながらやってい

くというのも、また私は必要じゃないかなというふう

に思いますので、その点についてもお聞かせください。 

 あとは、市道の整備についてでございます。 

 ①の小久慈線の部分になります。対応について今準

備中という形で答弁いただきました。根本的にはあそ

こは直していかないと、とてもじゃないが、もうただ

単に表面だけというのもちょっと厳しいなというのは

もちろんわかります。 

 何月ごろをめどに整備していくのかというのをお聞

かせください。 

 以上です。 

○副議長（下舘祥二君）  菅原総務部長。 

○総務部長（菅原慶一君）  白熱電球等の製造中止が

報道される中で、いつごろまでにＬＥＤ化を進めるん

だというお尋ねでございますけれども、いずれランニ

ングコスト等につきましては、有利なものはもう否め

ない事実ではないかと思っております。 

 それで、これまでやったものはある程度有利な財源

といいますか、いろんな助成制度もございますので、

いずれ一気にできればいいわけですけれども、この場

におきましてはできるだけ速やかにとだけ答弁させて

いただきたいと思います。よろしくお願いします。 

○副議長（下舘祥二君）  晴山産業開発担当部長。 

○産業開発担当部長（晴山真澄君）  再生可能エネル

ギーにつきまして、身近な水を使うというご意見を承

りました。 

 私どものほうで、水を使うエネルギーにつきまして

いろいろ検討しておる中で、この地域で特に冬場安定

した水が得られないということで、小水力については

なかなか検討に至ってない状況でございます。 

 中平議員さんからありましたように滝ダム、これは

450キロワット、あと山口のほうに250キロワット、２

つのダムを使った水力発電があるわけですけれども、

その部分につきましては今後県といろいろ意見交換し

ていきたいと考えてございます。よろしくお願いしま

す。 

 以上です。 

○副議長（下舘祥二君）  村上農林水産部長。 

○農林水産部長（村上章君）  日本短角種の生産につ

いてお答えを申し上げます。 

 今の短角牛の現状は、議員おっしゃったとおりその

とおりと私もとらえてございます。繁殖農家本当に少

なくなっている現状にございます。また、経営内容も

大変苦しい状況にあるととらまえてございます。 

 ただ、久慈市の短角牛は産直方式をとってございま

すので、あと価格も一定の価格が保障されてございま

す。それとともに新岩手農業協同組合とも評価購買と

いう形を持って、価格を維持しているところでござい

ます。 

 ほかの例を申し上げて大変恐縮でございますけれど

も、岩泉町の短角の販売単価は今キログラム当たり

1,100円を割り切っている状況にあると思いますけれ

ども、久慈市の短角牛は先ほども申したことによりキ

ログラム1,500円を維持している、そのようにとらま

えおりますけれども、いずれにしても販売、繁殖牛が

減っていること、それから肥育牛が減っていることで、

日本短角種のみの経営では本当に生産者は大変だとそ

のようにはとらまえてございます。 

 それで、市といたしましてはその支援をするために、

県が実施しております、肉牛の販売がある程度コスト

からかけ離れた場合、補償する制度がございまして、

昨年度からこの基金に基金造成で補てんするわけでご

ざいますけれども、昨年から基金造成を行っておりま

す。今年度もその支援策を継続しているところでござ

います。 

 以上でございます。 

○副議長（下舘祥二君）  下舘産業振興部長。 

○産業振興部長（下舘満吉君）  それでは、私のほう

からはＮＨＫの朝の連続テレビ小説についてのご質問

にお答えをいたします。 

 どういった形で何をＰＲしていくのかと、こういう

ご質問でございました。 

 今考えておりますのが、これからまとめていきます

けれども、いわゆる商店街の皆さんを巻き込んだ形で

の計画の立案であったり、土産品の開発であったりと

か、あるいはそのロケ等が行われるそういった部分で

の対応、そしてそれについてのパンフレットであった

りとか、ホームページの作成であったりとか、あるい
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は観光物産展の開催であったりとか、さらにはツアー

造成なんかも、やはりロケ地を回るようなツアー造成

のための看板設置であったりとか、いろんなものがこ

れから考えられてくると思っております。 

 したがいまして、そういったものをこれから当面、

当座、この28日に関係機関の皆さんと一度会合を持つ

こととしておりますけれども、それを含めて実行委員

会なるようなものの組織化とかそういったものも考え、

そして先ほど議員からもお話ありましたけれども、多

くの方々のご意見等も伺いながらその組織づくりをし

て、いわゆるこの機会を逃すことなく、いろんな意味

での久慈にとっての効果のあるものにしていきたいと、

そういうふうに今のところ考えております。 

○副議長（下舘祥二君）  小上建設部長。 

○建設部長（小上一治君）  市道小久慈線の路面整備

についてにお答えいたします。 

 この補修について何月ごろになるかということでご

ざいますが、現在補修業者に見積もりを依頼してござ

います。この見積もりの中には工事の工程等も含まれ

てございまして、先ほど議員さんおっしゃいましたと

おり、路盤から直していかなければならないというふ

うに思ってございます。 

 そういうことになりますと、交通規制、通行どめの

規制等もかかわってきます。そういったものを今後、

今進めていかねばならないというふうに考えておりま

して、なるべく早く事業は起こしたいと思ってますが、

いずれ７月の中旬までには工事に入っていきたいとい

うふうな考え方を現在持っているところであります。 

 以上であります。 

○副議長（下舘祥二君）  12番中平浩志君。 

○12番（中平浩志君）  それでは、再度またお聞きし

ますけど、再生エネルギーについてなんですけども、

滝ダムで450キロワットの今発電量という形なようで

す。今後県と意見交換しながらというふうな答弁なん

ですけど、もっともっと有効的な形で利用するという

のは、私いいのかなというふうに個人的には感じます。 

 なぜかと言うと、あそこで水不足というのはほとん

どないというふうに思っています、年中通して。ダム

でためてますんで毎日あれ放水してますよね、単純に

考えたって、その放水する水をただ単に利用しただけ

でも電気って起こせるのかなというふうに私自身、個

人的には考えますので、ああいうふうにただこう流し

ている水というのは自然で無限ですよね、基本的には。 

 だから、何であれをほっとくのかなというふうな感

じがしますので、例えばソーラーとか風力もいいんで

しょうけども、ソーラーは光がないとだめですし、風

力はしょせん風が吹かないとだめなんで、やっぱりあ

あいった水っていう、ダムっていうのはもう年365日

休みなく流れてるということを考えると、一定の電気

量というのはもう見込めるはずなので、もっと県に対

して要望しても、要望っていうのかな、有効利用する

という形でやって私はいいのかなというふうに思いま

すので、再度お聞かせください。 

 あとは、ドラマに関してなんですけども、もちろん

これからいろんな意見聞きながら、ツアーとか物産展

とかパンフレット等だというふうに答弁いただきまし

た。全くそのとおりです。 

 ただ、私言いたいのは、何でいろんな人の意見とい

うのは、私商売柄自分でもチラシとかはつくります。

ただ、自分でチラシ等はつくっても結局同じパターン

なんです、パターン的には。 

 だれが見ても同じようなパターンになってしまうの

で、やっぱりどっか第三者の意見というのかな、全く

そういうのを関係ないような感じの突拍子もない意見

等があるというのは、逆にインパクトがあっていいの

かなというふうに、私自身は自分でやってみててそう

思いますので、やはり久慈を、せっかくいい機会です

から、全国にＰＲするというのはやっぱり普段どこで

もやってるＰＲの仕方じゃなくて、何かやっぱりちょ

っと一工夫やったＰＲの仕方というのも、私も考えた

ほうがいいのかなと思いますし、じゃあ、私、何がい

いのと言われてもわかりませんけれども、やはりそう

いった気構えでやっていったほうが私はいいのかなと

いうふうに思いますので、再度お聞かせください。 

○副議長（下舘祥二君）  晴山産業開発担当部長。 

○産業開発担当部長（晴山真澄君）  滝ダムの活用に

つきまして、今まで私どものほうとしまして、再生可

能エネルギーをつくるほうとばかり考えておりまして、

滝ダムの活用について余り議論してきてなかったとこ

ろでございますので、岩手県のエネルギーの生産のう

ち75％につきましては県外に頼っているわけなんです

けれども、その岩手県みずからつくっているエネル

ギーのうち半分はほとんど水力ということですので、

水力についてさらに活用する方策について、岩手県と
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今後詰めていきたいと考えてございます。 

 以上でございます。 

○副議長（下舘祥二君）  下舘産業振興部長。 

○産業振興部長（下舘満吉君）  再度のご質問であり

ます。 

 意図することは私も十分認識共通するところであり

ます。 

 我々も今ご案内だと思いますんですが、ことしの10

月からまた変わって６カ月間、宮古島のほうを場所と

した、ロケ地とした「純と愛」というＮＨＫの朝の連

ドラが始まるわけですけれども、そちらのほうでの取

り組みの状況ですとかいろんなＰＲの仕方、放送され

た「ちりとてちん」なんかのロケ地の関係とか、そう

いったのも今資料を集めたり、どんな形でＰＲしてい

けばいいのか、あるいはのぼりやポスターなどのいわ

ゆるＰＲツールの作成とか、あるいはその番組にちな

んだような土産品とか、いろんなことを他の地域また

我々の地域と同じような市あるいは人口規模のところ

とか、いろんなところの様子等もいろいろ資料を集め

ながら、これから関係団体等と協議していく場面で提

案しながら、皆さんの意見も聞きながら、何とか久慈

市を もＰＲできるような方法で取り組んでみたいと、

このように思っておりますのでよろしくお願いいたし

ます。 

○副議長（下舘祥二君）  19番中塚佳男君。 

○19番（中塚佳男君）  上山議員の質問に関連して何

点か質問いたします。 

 ９番の土木行政についてお伺いいたします。 

 ＪＲ八戸線の踏切が、今回の避難道に避難して使わ

れた道路に５カ所ぐらい通っていると思いますが、今

回の震災後、市で拡幅の要望をしたかと思っておりま

すが、もし拡幅の要望をしたのであればＪＲ側の感触

をどのようにとらえたのか、今回の震災でＪＲ側もあ

る程度規制緩和を考えたのではないかなと思いますけ

れども、もし交渉したのであればその感触をお伺いい

たします。 

○副議長（下舘祥二君）  大湊復興推進担当部長。 

○復興推進担当部長（大湊清信君）  ＪＲとの交渉の

経緯でございますが、昨年度におきまして数回ほど盛

岡支社のほうを訪れまして、踏切の拡幅、合わせて市

道の改良関係も合わせた踏切拡幅ということで協議を

してまいっております。 

 市道整備がなされるんであれば、それに合わせた拡

幅についてはいいでしょうというような、内々の承諾

は得ているところでございます。 

 ただ、ＪＲそのものについては、新規に踏切を設置

するということについては、これは否定的な話になっ

ておりますので、源道のところでの拡幅については、

基本的には了承いただけるものというふうに感触を得

ているところでございます。 

 以上です。 

○副議長（下舘祥二君）  19番中塚佳男君。 

○19番（中塚佳男君）  そこでお伺いいたしますけれ

ども、湊小学校から源道の山に通ずる避難道があるわ

けでございます。そこを結局拡幅して市道基準に満た

した場合は整備してもらえるのかどうか。 

 前に伺った場合は、ＪＲの踏切があるからちょっと

難しいからちょっと待ってくれと、交渉してみるから

ということでありましたが、その後の考えについて市

道要件を満たして要望した場合は市道として認定、避

難道ではありますけれども、市道として認定していた

だけるのかどうかお伺いいたします。 

○副議長（下舘祥二君）  大湊復興推進担当部長。 

○復興推進担当部長（大湊清信君）  議員ご指摘の路

線については、久慈湊小学校の子供たちがみずから選

定した避難道路というふうに承知しておりまして、湾

港防波堤ができるまで相当時間要すると、それから久

慈湊小学校の移転関係についてもどうなるか、今の段

階では具体的な筋目が立っておりませんので、当面の

課題として避難道路の整備をしたいということで２次

申請をした結果、これについては採択するというふう

な内示を得ておりますので、ここのところで避難道路

としての整備を進めてまいりたいというふうに考えて

おります。 

 当然あそこの踏切については車両の通行制限がござ

いますけれども、道路として整備して、できれば車両

の通行も可能な踏切として拡幅をしてまいりたいとい

うふうに考えております。 

 ただ、ここのところについては、具体的な設計書を

持ってＪＲ側と協議を進めるというところまで話はい

っておりますので、そこのところの設計書を早く作成

した上でＪＲと協議を進めてまいりたいと、こういう

ふうに考えているところでございます。 

 以上です。 
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○副議長（下舘祥二君）  小上建設部長。 

○建設部長（小上一治君）  今のご質問の中で市道認

定なるのかと、できるのかということもあったと思い

ますが、これについてはそういうふうな要件がそろえ

ば、市道認定として対応していくということになりま

す。 

 以上でございます。 

○副議長（下舘祥二君）  再質問、関連質問を打ち切

ります。 

 次に、日本共産党久慈市議団代表、城内仲悦君。 

    〔日本共産党久慈市議団代表城内仲悦君登壇〕 

○17番（城内仲悦君）  私は日本共産党久慈市議団を

代表し、一般質問を行います。 

 質問の第１は、復旧・復興時の職員体制についてで

あります。 

 久慈市の復興事務も緒についたばかりであります。

現場での仕事量が増大している中で、市政改革プログ

ラムは相も変わらず職員定数の減を計画しています。 

 しかも、復興推進課を新設したものの、復興の羅針

盤の中のプロジェクトⅢあるいはプロジェクトⅤでは

職員が減となっています。現場が軽視されては復興事

業も進まないことが危惧されますことから、３点質問

します。 

 第１点は、職員定数削減の見直しを図るべきではな

いでしょうか。 

 第２点は、震災復興特別交付税を活用しての職員採

用を図ることが今必要ではないでしょうか。 

 第３点は、庁内での職員配置について検討を加え、

改善を図るべきではないでしょうか、お尋ねをいたし

ます。 

 質問の第２は、防災対策についてであります。 

 自然災害から人命を守ることは市行政の大きな仕事

の一つであります。 

 今、市は町内会単位に自主防災組織の立ち上げを推

進しています。自然災害から人命を守るためには、で

きるだけ小さい範囲での対応が不可欠ではないでしょ

うか。 

 災害時での停電は命を簡単に奪います。そこで、地

域公民館に太陽光発電装置と電池の設置を図り、蓄電

池の設置を図り、48時間電気を供給することによって、

避難住民の安全を確保していただきたいのであります。

考え、お聞かせください。 

 質問の第３は、自然エネルギー活用の利活用につい

てであります。 

 久慈市の87％が山林であります。未利用資源の活用

を目指してきました市としては、山林は宝の山として

とらえるべきではないでしょうか。そこで木質バイオ

マス資源活用について、本腰を入れて推進すべきと考

えますがいかがでしょうか。考え、お聞かせください。 

 質問の第４は、ごみの広域化処理についてでありま

す。 

 岩手北部環境広域組合が設立をされ、その内容が関

係住民に知らされないまま事態が進行しています。 

 これまでの質疑の中で、１日100トン以上の焼却炉

でなければあるいは広域化しなければ、国からの補助

金がないとの答弁があったものと記憶をしていますが、

平成９年、1997年１月28日、ごみ処理に係るダイオキ

シン類の削減対策について、厚生省生活衛生局水道環

境部長通知によれば、補助対象施設として全連続式焼

却施設の整備とあり、補助が可能であります。 

 先の３月議会では、広域化にすれば経費が削減され

るというデータも、うそであったことが明らかになり

ました。 

 一般廃棄物を処理する権限は、各自治体とその住民

にあることは法律で定められており、国や県はこの権

限を侵すことはできないものと認識しています。 

 そこで、４点お尋ねします。 

 第１点は、ごみ収集運搬費用の負担方法についてで

あります。二戸地区はステーションの数も多く乗車数

も多いことから、運搬費用が多くかかっていることか

ら、現状のままでプール制にすれば久慈広域の負担が

大きくなる。 

 このことから、未解決のまま先送りにされていると

聞きますが、事実どうなんでしょうか、お聞かせくだ

さい。 

 第２点は、環境省は平成９年、先ほど言いましたが、

各都道府県に対してごみ広域化計画を策定するよう課

長通知を出しています。 

 当時は策定しなければ焼却炉設置の補助金はないと

いうことで、政策的な誘導を図ってきました。ここに

きて、循環型社会形成推進交付金は、広域化計画に位

置づけられた施設でなければ交付されないといった対

応はとってないと回答しています。 

 広域化の見直しを図ることが必要ではないでしょう
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か、お聞かせください。 

 第３点は、この事業方式についてＤＢＯ方式で実施

することを、去る１月10日に決定したとのことであり

ますが、どなたが決定したのか、そのメンバーを含め、

明らかにしていただきたいと思います。 

 第４点は、焼却炉の焼却排ガスに含まれる汚染物質

についてであります。これまで日本では焼却排ガスの

中身について、詳しく知らされていない実態がありま

す。 

 私が学んだ中でアメリカ環境保護庁、略してＥＰＡ

と言いますが、焼却炉から出る毒物リストは、排出量

の多い順に並べると、１番が二酸化炭素、２番が粒子

状物質、３が硫黄酸化物、４が、４番目が窒素酸化物、

５番目が塩酸、６番目が一酸化炭素、７番目が水銀、

８番目がニッケル、９番目がクロム、10番目が鉛、11

番目がカドミウム、12番目がヒ素、13番目がダイオキ

シン類及びフラン類となっています。ご存じのデータ

があれば多い順にお知らせください。 

 質問の第５は、放射能対策についてであります。シ

イタケの補償交渉が始まったばかりでありますが、山

菜等への影響も報道されています。そこで市における

山菜、川魚、キノコ類の検査体制についてお尋ねしま

す。実施しているとすればその結果についてもお示し

いただきたい。 

 質問の第６は、もぐらんぴあ再建にかかる安全対策

についてであります。 

 この問題は十分な議論のないまま、いきなり新聞報

道で知らされました。しかも、災害復旧事業に計上す

るなど、住民にも、議員にも見えにくいやり方で進め

られてきました。 

 津波常襲地帯に、不特定多数の老若男女が集う水族

館を再建することは無謀な方針であることから、私は

再考を求めるものであります。 

 その上で２点質問します。 

 第１点は、再建施設の安全対策を詳しく示していた

だきたいのであります。 

 第２点は、水族館への通路は津波常襲区域を走って

いることから車の渋滞が予想されます。その際の避難

方法、周知方法について示していただきたい。 

 質問の第７は、赤線、青線といわゆる久慈市が管理

している公用地の保全についてであります。 

 この仕事は岩手県から移譲された事務であります。

その際、私は大変な事務を引き受けていいのかと、拒

否できないかとただした記憶があります。 

 今、久慈市が管理する公用地が無断で使用され、市

が撤去を指導しても従わない状況があるものと認識し

ています。 

 そこで３点、質問します。 

 第１点は、赤線、青線の公用地管理はどの部署で担

当しておられるのか。 

 第２点は、赤線、青線等の公用地が無断使用されて

いる実態があるが、対処状況について詳しく示してい

ただきたい。 

 第３点は、赤線、青線等の公用地管理条例あるいは

要綱等を策定し、制定し、適切な保全を図るべきもの

と考えますが、ご所見を賜りたい。 

 質問の第７は、学校給食について教育長にお尋ねし

ます。 

 子供の命を放射能から守ることは、喫緊の課題であ

るものと認識しています。特にも内部被曝は、日々成

長をする子供たちにとって絶対に避けなければなりま

せん。 

 そこで質問でありますが、学校給食、食材料の食材

の放射線検査状況と結果についてお示しいただきたい

と思います。 

 以上、８項目16点について簡潔に質問しましたが、

希望が見える答弁を期待し、登壇しての質問を終わり

ます。 

○副議長（下舘祥二君）  山内市長。 

    〔市長山内隆文君登壇〕 

○市長（山内隆文君）  日本共産党久慈市議団代表、

城内仲悦議員のご質問にお答えをいたします。 

 初に、復旧・復興時の職員体制についてお答えを

いたします。 

 まず、職員定数削減の見直しについてでありますが、

近年の厳しい財政状況の中にあって、これまで事務事

業の見直し等による総人件費の適正化に努めてまいり

ましたが、今後におきましても総人件費の適正化に努

めながら、一方では事務事業量の増減に応じた職員の

適正配置に努めてまいりたいと考えております。 

 次に、震災復興特別交付税を活用した職員採用につ

いてでありますが、任期の定めのない常勤職員、再任

用職員あるいは任期付職員の採用等、いずれ有利な財

源措置による職員確保につきましては、今後も情報収
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集に努めながら取り組んでまいりたいと考えておりま

す。 

 次に、庁内での職員配置についてでありますが、本

年４月１日付で職員配置の見直しを行い、事務量の増

加が見込まれる課に職員を加配したところであり、今

後におきましても事務量を勘案しながら、適正な職員

配置に努めてまいりたいと考えております。 

 次に、防災対策についてお答えをいたします。 

 各集落の地域公民館に太陽光発電装置と蓄電池の設

置を図り、避難住民の安全を確保すべきとのご質問で

ありますが、避難所等の電源確保の必要性については、

十分に認識をしているところであります。 

 電源確保対策として、今年度新たに34台の小型発電

機を整備したところであり、避難所等の規模、効果等

を勘案しながら、整備及び配備方法について検討して

まいりたいと考えております。 

 次に、自然エネルギーの利活用についてお答えをい

たします。 

 木質バイオマス資源活用についてでありますが、木

質系災害廃棄物等の活用可能性調査業務委託契約を去

る５月30日に締結したところであり、当該事業におい

て有識者で構成する検討委員会を設置し、木質系災害

廃棄物や未利用間伐材等の活用策を検討しているとこ

ろであります。 

 今後、10月末段階での中間報告を受け、事業化の可

否を判断した上で、 終報告を取りまとめることとい

たしておりますことから、この報告を踏まえて木質バ

イオマス資源の活用に向け、鋭意取り組んでまいりた

いと考えております。 

 次に、ごみ処理の広域化についてお答えをいたしま

す。 

 まず、ごみ収集運搬費用の負担方法についてであり

ますが、各構成市町村において運営形態、費用面、

サービス内容といった事項が異なり、現段階では各構

成市町村間での協議が整っておらず、今後構成市町村

において検討、協議、決定していくべきものと岩手北

部広域環境組合から伺っております。 

 次に、広域化計画と循環型社会形成推進交付金との

関係についてでありますが、岩手県に問い合わせした

ところ、現実的には県の広域化計画に沿った事業でな

ければ、交付金の導入に対する支援は困難であると伺

っているところであります。 

 これまで構成市町村は、国、県の方針と指導に基づ

いて検討、協議を重ね広域化を決定し、その結果、岩

手北部広域環境組合が設立となり現在に至っているも

のと理解しており、ごみ処理の広域化の見直しにつき

ましては考えていないところであります。 

 次に、ＤＢＯ方式の決定についてでありますが、去

る１月10日開催の岩手北部広域環境組合管理者及び副

管理者会議において決定されたものであり、そのメン

バーは構成８市町村長であります。 

 次に、焼却排ガスに含まれる汚染物質についてであ

りますが、廃棄物の処理及び清掃に関する法律の規定

により、廃棄物処理施設の維持管理状況の公表が義務

づけられており、一般廃棄物の焼却施設における測

定・公表にかかる排ガス項目は、ダイオキシン類濃度、

硫黄酸化物濃度、ばいじん濃度、塩化水素濃度、窒素

酸化物濃度であります。 

 なお、排出量につきましては物質により測定単位が

異なるため、順位づけができませんのでご了承願いま

す。 

 次に、放射能対策についてお答えをいたします。 

 山菜、川魚、キノコ等の検査体制についてでありま

すが、県では県農林水産物の放射性物質濃度の検査計

画に基づき、検査を実施しているところであり、その

結果につきましては、当市産の各品目において、現在

のところすべて基準値以下となっております。 

 また、新岩手農業協同組合及び久慈川漁業協同組合

では独自に検査を実施しており、山菜、川魚、キノコ

等について検査した結果につきましても、すべて基準

値以下と伺っているところであります。 

 次に、もぐらんぴあ再建にかかる安全対策について

お答えをいたします。 

 現在、独立行政法人石油天然ガス・金属鉱物資源機

構及び日本地下石油備蓄株式会社と復旧工事に向けた

協議中でありますが、日本地下石油備蓄株式会社にお

いて遠隔操作で開閉できる防潮扉の新設や、避難用連

絡坑道トンネルの整備を行うこととしており、安全対

策には万全を期してまいりたいと考えております。 

 また、避難方法及び周知方法につきましては、パン

フレット等への避難経路の掲載や避難経路看板の設置

のほか、来館者については自動車での避難を避けて、

避難用連絡坑道への誘導等により、円滑な避難ができ

るよう努めてまいりたいと考えております。 
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 さらには、関係機関と連携した定期的な避難訓練を

実施するなど、ハード・ソフト両面から万全な安全対

策を講じてまいりたいと考えております。 

 後に、赤線、青線等、市が管理している公用地の

保全についてお答えをいたします。 

 まず、赤線、青線等の公用地管理をどの部署で担当

しているかについてでありますが、平成12年の地方分

権一括法の施行に伴って、平成16年度以降、国土交通

省が所管していた１万2,000カ所以上もの法定外公共

物いわゆる赤線、青線が当市に譲与されており、管理

を含めたそれらの事務につきましては、建設部土木課

が分掌しているところであります。 

 次に、赤線、青線等の公用地が無断使用されている

場合の対処状況についてでありますが、無断使用が確

認された都度、口頭による是正指導のほか、使用許可

申請書等の提出を求め、適正に使用されるよう取り組

んでいるところであります。 

 次に、赤線、青線等の公用地管理条例や要綱等の制

定についてでありますが、当市においては法定外公共

物管理条例を制定しており、これにより赤線及び青線

を適正に管理していくための事項を定めているところ

であります。 

 以上で、日本共産党久慈市議団代表、城内仲悦議員

に対する私からの答弁を終わります。 

○副議長（下舘祥二君）  亀田教育長。 

    〔教育長亀田公明君登壇〕 

○教育長（亀田公明君）  日本共産党久慈市議団代表、

城内仲悦議員の学校給食についてのご質問にお答えを

いたします。 

 学校給食材料の放射性物質検査状況についてであり

ますが、本年５月31日に久慈、山形、両学校給食セン

ターへ検査機器をそれぞれ１台ずつ整備し、現在試験

運用している段階であります。 

 食品につきましては、国、県等が実施している放射

性物質検査により、安全性が確保されていると考えて

いるところでありますが、今後におきましてはより一

層の安全・安心の確保のため、選定段階から引き続き

安全な食材を発注するとともに、食材及び当日提供前

の給食１食分の放射性物質の自主検査を実施する考え

であります。 

 なお、測定結果につきましては、ホームページ等で

公表してまいりたいと考えております。 

 以上で、日本共産党久慈市議団代表、城内仲悦議員

に対する私からの答弁を終わります。 

○副議長（下舘祥二君）  再質問、関連質問を許しま

す。 

 17番城内仲悦君。 

○17番（城内仲悦君）  再質問いたします。 

 答弁では、引き続き総人件費抑制で減らしていくん

だというお話です。今回３・11を受けて、仕事の量が

ふえているというのはどなたも認識しているわけです。

それを無視した形で、この計画を見ましてもこの先ず

っとマイナスなんです。 

 そうすると、仕事が量がふえた中で、いくら適正配

置をすると言ったところで限界があると思うんです。

その点、やはりきちっと見直しを図って一定確保して

いくことが大事だと思いますが、再度お聞かせくださ

い。 

 もう１点は、この特別交付税活用しての職員採用、

検討していきたい、取り組んでいきたいというような

答弁でありました。 

 これは２月24日に総務大臣通知が出てますよね。し

たがって、それを活用しようと思えばもう３月、４月

あって、当然この人事異動もあって、あなた方は計画

の体系図もつくって、プロジェクトⅠからプロジェク

トⅤまでつくってますよね、この段階で当然検討され

てこの活用をして、せっかく国会でそういった答弁が

出されて成立しましたと、しかも２月24日に出てんだ

ということをどうして活用しきれなかったのかお聞か

せ願いたい。 

 もう一つは、第３の職員配置についてであります。

今回この状況を見ますと、体験型教育旅行等の推進も

このプロジェクトⅢに入っています。今回１人減なん

ですよ、定数が。 

 それからもう一つ、産業振興部も１人減らされてる

んです。しかも、今回先ほど来から、きょう、きのう

からきょうＮＨＫの朝ドラの問題とか観光産業振興も

入ってます。 

 新たなこういった仕事がふえてきたことは明らかな

中で、何でここを減らしたのかと、先ほど冒頭言いま

したように現場から人を抜いて、私、復興はないと思

うんです。 

 この点やはり早急な手だてをすべきだと思うんです

が、まずお聞かせください。 
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○副議長（下舘祥二君）  菅原総務部長。 

○総務部長（菅原慶一君）  事務量の増加、それから

災害関連、これはもう私どもでも十分わかっているこ

とでございます。 

 それで、人員が総定数といいますか、総人員数のみ

で減というふうなお話をされましたけれども、これは

現実的にはいわゆる職務、職制に、職務、一般行政職

と労務職とかございますけれども、そちらとの分類で

いっていわゆる専門技術職、そこらについては増員を

しているものでございます。 

 それで、それについても城内議員からはご批判を受

けるかもしれませんけれども、いずれ単純労務職のと

ころについてはちょっと減させていただいたと、そう

いうような格好になっております。 

 また、いわゆる適正な配置につきましても、いずれ

組織を決定する際には当然この２月の総務省の通知、

当然我々もわかってますけれども、その分についての

その前にいずれまず組織の確定をしなきゃなりません。

これについてはもう正月といいますか、その辺につい

てはもうある程度見きわめて、そしてやっているもの

でございます。 

 それから、ご存じのとおり、職員採用についてはそ

の前の年の９月、これについて採用試験を行っており

ますし、その後どうしてもまた事情があって、それで

間に合う分については追加の採用もしております。 

 そういうふうなことで、いずれその時点でわかった

ものについてはやってるんですが、現実的には人事の

内示といいますか、人事の本当の案をつくる際には、

実際には辞退が出たりそういう事態もございました。 

 いずれ、それで、これは、ああ、もうしゃべりまし

たからあれですけれども、そういうふうなものとか、

それから各組織、現場の意見を聞いてないんじゃない

かみたいなお話されますけれども、これは現場等の実

情、これについては必ずまず実態はいろいろ意見交換

をするわけです。 

 それで、どこの部署であっても、もちろん今回の昨

年の実態は承知しているところでございますし、どこ

の部署も減員していいというところは１カ所もあるわ

けはないんです。 

 そうした中で、そこの所属長に対して、いやあ減ら

してもいいかなんて言うのはとても言えませんし、あ

る程度その時点におけるこの人事の関所における、こ

こでもう涙を飲んでくれというふうな格好の案を出す

わけです。 

 いずれ城内議員のおっしゃったそのようなものは、

後からどんどん状態は変わると思っています。そうい

うふうなことについては、いずれ臨時職員の採用とか

ある程度流用化とかそういうので対応しているのが常

なんですけど、今現実的に職員が大変だなというのは

それは我々も実感としてわかっています。 

 きょうにおいても、このような災害が起きますと職

員は寝ないで対応します。 

 これもこういうふうな実態であるわけですけれども、

いずれそうした中において総務省の通知、これはいわ

ゆる選考採用等を認めてるものでございます。これに

ついての案を私ども内部で協議してるんですけれども、

いずれ試験採用、選考採用、こういうふうな事態だか

ら選考採用でもいいのか、やっぱり公募採用するべき

なのか、これらについてもいろいろ意見があると思い

ます。 

 それで、いずれにしろ、ただ専門的な現業における、

これについては本当に120％努力したと思ってます。

しかしながら、なかなかこういう時代でございますの

で現実には集めれなかった、そういうのもございまし

た。依頼、派遣してくれと言っても断られたのもあり

ます。 

 そのような中で、何とかかんとか今やりくりしてい

る状態です。職員には負担かけているとは思いますけ

れども、いずれそうした中で市長から答弁したように、

いずれ何とか人材確保、これについてはいずれもう採

用時期は４月とは限らないもんですから、それについ

ては努力してまいりたいと、そのようにご答弁申し上

げたところでございます。 

 以上です。 

○副議長（下舘祥二君）  17番城内仲悦君。 

○17番（城内仲悦君）  いずれ、努力していること自

体は了解しましたけど、理解できましたが、この総務

大臣通知はやっぱり十分活用して今後生かしていただ

きたいし、例えばその体験型旅行推進の交流促進課が、

結局そこに臨時職員を採用したというふうに伺ってい

ます。 

 これはやっぱり久慈市のそういった意味では、合併

後の目玉的な事業になっています。そういった中で、

やっぱり経験を積ませていくということも大事であり
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ますから、やはり臨時じゃなくてやっぱりそこへ採用

職員を配置するのは大事だと思うんで、そういった点

やはり将来につながる採用の仕方というのを当然考え

ているかと思うんですが、その点臨時対応でなく、こ

ういった点では今新しい仕事もふえてますし、しっか

りとした本採用職員を採用していただきたいというふ

うにここで要望しておきたいと思います。 

 次に、公民館の関係ですが、防災対策で34台の小型

機器を購入したんだということでございます。しかし、

久慈市の地域公民館はこんな数じゃないです。100近

くあるんじゃないでしょうか。 

 実は、お隣の葛巻町でどういう対応したかというと、

たしか25ぐらいあるっていうふうに聞いてます、地域

公民館、全部につけたんですよ、太陽光と蓄電池と。

そしたら48時間もつんだと、二日間もてば何とか次の

手が打てるんだということで、その地域の方々の要望

を聞いてつくりましたと、これは中崎議長さんからの

聞き取りですから間違いありません。 

 補助金が6,000万、持ち出しが9,000万で、１億

5,000万でつくりましたと、これは本当に地域の要求

で実現させましたということでありました。 

 特に私は、今久慈市自主防災組織を立ち上げを促進

してますね、そういった意味で一気にできなかったら、

そういった点の自主防災組織ができたところから、順

次設置していくという計画をつくっていただけないで

しょうか、お聞かせください。 

○副議長（下舘祥二君）  菅原総務部長。 

○総務部長（菅原慶一君）  集会施設ということの観

点からと、それから隣の自治体の例をとってるるご意

見を申されましたけれども、いずれ表題が防災対策と

いうことでございます。 

 いずれ避難所における電気対策、これが重要だとい

うことはこれは意見の一致しているところでございま

す。その電源の、何で電源を確保するかということの

ほうについてはちょっと見解が違うかとは思うんです

けれども、例えば葛巻町の場合、これ25カ所、公民館、

これにつきまして44台バッテリー配備しております。

１台120万です。 

 それで、葛巻町の場合には補助と、それから議員さ

ん１億5,000万と言いましたけれども、うちらでは１

億6,000万ととらえてるんですが、いずれ残りは過疎

債です。 

 それで、今導入時期はいいわけです。ただ、議員さ

んもご案内のとおり、いわゆるバッテリーはこれは５

年から７年で交換しなきゃいけないです。１台120万、

これで導入のときはもちろん補助も起債もききます。

これ交換のときにはこれもう一般財源です。 

 そのようなことから、いずれ財源的には、葛巻町の

例もおっしゃりましたけれども、そのままうちのほう

に導入するわけにはいかん。これはいずれ公民館、類

似公民館等合わせれば100カ所程度でございます。私

どもが考える場合には、避難所、今指定しているだけ

で約140カ所ございます。 

 そういうふうなことを考えると、それからその機器、

その管理、使い方、これらを考えますと、今議員さん

おっしゃいましたようにいずれ自主防とか消防団とか、

それらと十分に意見交換して、いずれ適切な配備方法、

利用方法を考えていかなきゃならん。 

 それで、太陽光の発電につきましては、市全体のま

た別な側面からも市全体の考え方として進めていると

いうふうに、消防からも答弁しているところでござい

ます。別な質問ではございますけれども。 

 いずれ、そのような観点からいずれ避難所の電源対

策ということでご答弁申し上げましたので、ご了承願

いたいと思います。 

 以上です。 

○副議長（下舘祥二君）  17番城内仲悦君。 

○17番（城内仲悦君）  隣だから単純にそのままやれ

という意味じゃなくて、今申し上げたように自主防災

組織も順次立ち上がってきています。そういった意味

では、本当に地域公民館単位で町内会単位でやはり災

害対策をやるというのは、極めて私は重要だというふ

うに思っておりますから、そういった点でのその対策、

先ほどの34台小型発電機というのが、これがどのぐら

いの能力があってというのも全然つかんでませんし、

そういった点では当然ガソリンも必要だろうし、使う

場合に利用者の育成とか必要なわけですから、そうい

った点で今後のやり方といいますか、いずれ検討はす

るということでございますから、いずれぜひこれは太

陽光で確保するのかあるいは今言ったように小型発電

機で確保するのかという形で、どういった方法でやは

りその避難所となる地域の公民館に対して検討してい

ただきたいというふうに思います。再度お願いしたい

というふうに思います。 



－104－ 

 それから、この木質バイオマス、10月末日に中間報

告が出るというお話でした。私はもうこの問題、さっ

き87％の森林を持つんだということで申し上げました

が、実は北海道がかなりこの点で進んでおります。 

 メルクという自然エネルギー研究センターがありま

す。これは北海道大学がベンチャー企業として1999年

に設立をしたそうです。ここが非常にもういろんな技

術を持っておりまして、例えば木質バイオマスのマテ

リアル利用ということで、木質繊維断熱材生産工場と

か、これは苫小牧にありますし、それから低炭化工場、

低温炭化工場あるいは回転式栽培棚を活用した植物工

場というふうな形で、先進地、北海道かなり進んでい

ます。 

 そういった点では、先ほど検討委員会を立ち上げて

というお話ありましたが、そういった点でこういった

先進地についても、きちっと情報を収集して検討して

るかと思うんですが、例えば木質繊維断熱材の工場は

本州の杉の産地にももう進出し始めるというふうな状

況、これもニュースでありますけれども、そういった

点でただ燃やすだけじゃなくて、やっぱりそういった

活用した上で、 終的に 後に燃やすという形でごみ

の出ないエコな工場としてやられておるんですが、そ

ういった点での情報収集をしていらっしゃるのかどう

かお聞かせ願いたいと思います。 

○副議長（下舘祥二君）  菅原総務部長。 

○総務部長（菅原慶一君）  避難所の電気の電源確保

についてで、再度ということでございました。 

 今考えておりますのは、過去の議会でも答弁申し上

げたこともありますけれども、いずれ消防団等と話し

てますと、いずれ発電機あったってしょうがないと、

発電機だけじゃだめです、いずれ燃料が必要です、

リールが必要です、投光器が必要です、いずれこれら

をセットで考えてます。 

 そして、さらに話を進めていますと、じゃあ、だれ

が管理するんだ、何に使うんだ、これらも全部合わせ

てして、そこの地域で現実にものがあっても使わなき

ゃもうしようがないと思っています。 

 いずれ、そのようにその地域、消防団なり地域の人

が、本当にこれ使えるというふうな体制でいずれ整備

していきたいと、そのように今計画しているところで

す。以上です。 

 なお、失礼しました。先ほど34台というのは今回分

でございまして、前から持っているのを合わせると約

60台になります。いずれ、これらについても有利な財

源といいますか、寄贈されたものとかそういうものを

優先していって、今度は計画に従って不足分とか大体

配備計画が決まったら、その辺をセットで順次配備し

ていきたいとそのように考えているところです。 

 以上です。 

○副議長（下舘祥二君）  村上農林水産部長。 

○農林水産部長（村上章君）  木質バイオマスに関し

てのご質問にお答えをいたします。 

 北海道は、木質バイオマスに対してはまさに日本の

先導的立場にあるんだろうと、そのように私も認識し

てございます。 

 それで、議員からは市として情報収集に努めている

かというお話でございました。これにつきましては何

回も先進地を訪れ、そして各方面からも情報をいただ

いてございます。 

 そして、あしたも先進地に私みずから行って、情報

交換、情報収集に努めてまいりたいと考えており、い

ずれにしても現在進めている可能性調査の実現に向け、

調査を踏まえて実現に向けて 新の努力をしてまいり

たいと思ってございます。 

 以上でございます。 

○副議長（下舘祥二君）  17番城内仲悦君。 

○17番（城内仲悦君）  そこで、この木質バイオマス

関係進めるときに、やはり地域に産業を興して地域に

仕事を興し、そこでやっぱり地域の活性化につなげて

いくということが観点が必要だと思うんですね。そう

いった点では、やはりこの点はこれまで市は未利用資

源ということをずうっと言ってきました。 

 87％山があるから、山がなかなか大きくて見えなか

ったかもしれません。そういった意味で山の資源をき

ちんと使用、活用していくという観点に立って、そし

てしかも地域に事業を興して地域で雇用していく、地

域を活性化していくというこの観点はぜひ持ちながら、

この問題は進めていただきたいと思いますので、これ

はご意見として申し上げておきたいと思います。 

 それから、市長から広域化は見直しをしないという

お話でありました。平成９年のこの数字は環境庁の、

要は厚生省の生活衛生局水道部環境部長通知はお持ち

でしょうか。 

○副議長（下舘祥二君）  勝田市民生活部長。 
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○市民生活部長（勝田恒男君）  平成９年の通知は持

っているかということでございますが、今ここにはご

ざいません。以上です。 

○副議長（下舘祥二君）  17番城内仲悦君。 

○17番（城内仲悦君）  そこにはないけど、持ってる

ということですね。 

 そうすると、この中の私が持っているのでは、ごみ

焼却施設については平成10年度以降を目途に広域化の

ダイオキシン対策の推進に資する整備を重点として、

政策的に誘導することとし、全燃続以外の施設につい

ては、原則として補助の対象外とする方向で検討して

いることを留意されたいことと書いてございますが、

そして補助対象施設として全燃続式焼却施設の整備、

あるんですよ。久慈の焼却施設は全燃続式焼却施設で

すよね、確認します。 

○副議長（下舘祥二君）  勝田市民生活部長。 

○市民生活部長（勝田恒男君）  久慈広域連合からそ

のように伺っているところでございます。 

○副議長（下舘祥二君）  17番城内仲悦君。 

○17番（城内仲悦君）  そうしますと、あなた方はこ

れまでそういう補助金がなくなるから、広域化しなき

ゃだめだと言ってきましたよね。現前としてちゃんと

あるじゃないですか、ちゃんとここに書かれて。 

 データ、けいえんするというデータもうそでしたし、

あなた方の誘導したその国の補助がないよ、なくなる

ということで広域化しなきゃだめだということも答弁

してきた。それもうそじゃないですか、そうしますと。 

 そこにはないですけど、この点私が言ったことは確

認できますね、補助対象施設として全燃続式焼却施設

の整備、ありますね、ご存じですね、確認します。 

○副議長（下舘祥二君）  勝田市民生活部長。 

○市民生活部長（勝田恒男君）  交付金の対象事業、

19事業あるということは承知しておりますが、恐らく

廃棄物処理施設の基幹的設備改良事業、この交付金３

分の１というような事業のことかと思いますが、それ

でよろしいでしょうか。 

○副議長（下舘祥二君）  17番城内仲悦君。 

○17番（城内仲悦君）  やはり、これをきちんと質問

することはわかっているわけですから、少なくてもお

持ちになって、何だったら手元に置いて答弁してくだ

さい。いずれそうなっています。 

 したがって、その広域化すること、経費も安くなら

ない、広域化になってＤＢＯ方式で、ＤＢＯ方式でや

るというふうの管理者会議になったという答弁ありま

した。 

 このＤＢＯ方式も、例えば荏原という会社に建設も

お願いして、さらにその運行もズブでお願するという

ことなんです。岩手県沿岸南部広域環境組合では既に

このＤＢＯ方式やってますが、入札の応札者が１社だ

けです。ここには競争がないんです、全然。 

 こういった形でやられたら経費の増大が当然見込ま

れてくるわけですが、そういった点での危惧がなかっ

たのか。ＤＢＯ方式に決めた理由をお聞かせください。 

○副議長（下舘祥二君）  勝田市民生活部長。 

○市民生活部長（勝田恒男君）  ＤＢＯ方式に決定し

た理由ということでございますが、ＶＦＭ、これはお

金と効率、効率というかコストというような、効果と

いうような評価のようですけれども、それが も大き

かったと。 

 それから、金利の差でＰＦＩ方式よりも、起債と民

間融資の関係がございまして、安い金利で資金を得ら

れるというようなこと、それから税負担の点で固定資

産税等がかからないというようなこともございまして

有利だと。 

 それから、民間事業者の希望が多いということもそ

の理由の一つとして上げられるということで、組合の

から伺ってるところでございます。以上です。 

○副議長（下舘祥二君）  17番城内仲悦君。 

○17番（城内仲悦君）  そうですか、そういう理由で

すか。 

 次に、焼却排ガスについては４品目程度のしかない

と、しかもその濃度でしかないということでした。 

 これは日本の場合は法律でそうなっています。しか

し、現にさっき私が13品目申し上げましたが、このぐ

らいの有毒ガスがあるいは有害ガス、あるいはその汚

染物質が、あの焼却排ガスが出てるということが明ら

かなわけです。 

 今まで例えばダイオキシンが問題になりました。夏

井の地域にあの期間、全国トップクラスの400ナノグ

ラムでしたか、出たということがあって問題になって、

現在は全燃続式にやって量は減ってる、しかし濃度で

なくて量で計算もできるんだそうです。 

 そうすると、あの地域に夏井の大崎地域に何キロの

ダイオキシンが汚染だってこと、計算すればわかるん
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だそうですが、そういった点でやはり濃度でやるとそ

の時々で違うんです、濃度と。 

 しかし、燃やした量によってその排ガスが決まって、

その内容を分析すればその量も決まってくるわけです。 

 これは出てるのは事実ですから、アメリカの環境保

護庁が出しています。この点では、日本は分析はおく

れているという雰囲気があってますし、もう一つはや

っぱり企業任せになってる点が、この点がなかなか出

てこないことがあるって人に聞いています。 

 廃棄物研究財団という組織ご存じかどうかあれです

が、これは構成は96社、加盟が96社で、石川島播磨、

荏原、川崎重工業、栗田工業、タクマ、日本鋼管、日

本日立造船、三井重工、いわゆるその主要焼却炉の

メーカーがすべて入ってる財団です。 

 原水力でいえばそういうあったわけですが、そうい

った形のここでさまざま取り仕切っていることがわか

ってきました。 

 そういった中で、日本ではこの排ガスの分析を濃度

しか出してこないと、このことは住民にやっぱりきち

んとした成果ということにつながってないということ

が明らかにあっていますんで、そういった点ではこれ

は住民の皆さんの安全を守るための排ガスから、焼却

の排ガスからこういうことが出てるんだということを、

きちんと出してもらうということについては、やはり

これは市単独でできないわけですから、市長会等を通

じて、きちんと分析して分析結果を出せということを

言っていくべきではないかというふうに思うんですが、

その点お聞かせください。 

○副議長（下舘祥二君）  勝田市民生活部長。 

○市民生活部長（勝田恒男君）  排ガスのご質問でご

ざいます。 

 先ほども市長からご答弁申し上げておりますけれど

も、廃棄物の処理及び清掃に関する法律、この規定に

よりまして日本では５項目、５種類の排ガスについて

公表しろということになっているようでございますの

で、アメリカは13種類という、先ほど城内議員のほう

から質問の中であったわけですが、いずれ日本ではこ

の１、２、３、４、５項目についての公表を行うとい

うことで、法律で定められているということでござい

ます。以上です。 

○副議長（下舘祥二君）  17番城内仲悦君。 

○17番（城内仲悦君）  あと、この今、今答弁あった

ところで日本の法律ではそうなってます。 

 燃やすということについて、やはり燃やすことによ

って、そのような汚染物質が出るということは明らか

なわけですから、そういった点でやっぱり燃やさない

方法で目指すということが、今求められているのでは

ないかというふうに思うんですが、そういった点でや

っぱり先ほど申し上げましたが、一般廃棄物の事務は

いわゆる自治事務ですよね、そこは確認できますか。 

○副議長（下舘祥二君）  勝田市民生活部長。 

○市民生活部長（勝田恒男君）  一般廃棄物は市町村

の事務ということ、自治事務になっております。 

○副議長（下舘祥二君）  17番城内仲悦君。 

○17番（城内仲悦君）  確認しました。 

 そうしますと、今回の厚生労働省の通知は、県を通

じて広域化への推進を図るということなんです。とい

うことは、広域化になるということは、市町村からそ

の自治事務を取っ払うということになっちゃうんです。 

 ところが、直接できないから、国は、それを。県も

できないです本当は。だから通知を通じて、通達を通

じて県を指導して、補助金出さないぞという打診をし

ながら市町村にして、市町村はそれに従ったというこ

とになるわけですが、そういう点ではやはり吟味して、

みずからの権限は今取り返されようとしてるんですよ。 

 ごみはやっぱりできるだけ小さい範囲で、あなた方

は岩大も使ってお願いして研究してるんじゃないです

か、久慈市の業務にどうするかという。やはり自治事

務としての一般廃棄物の仕事を、きちんと仕事をして

いくんだというとらまえ方していかないと大変なこと

になると思うんで、その点今答弁あったとおり自治事

務ですから、広域化という方向じゃなくて、きちんと

市の仕事としてやっぱりやっていくんだという方向を

きちんと目指すべきではないか。 

 そうした中で、いろんなごみを出さない方法が出て

くるわけですから、そういったこと対策をとっていく

ことが大切だと思うんですが、その点自治事務だとい

うこと確信をいたしましたので、その点の対策をきち

んとその方針に基づいて、改めてこのごみ問題考えて

ほしいんですがいかがですか。 

○副議長（下舘祥二君）  外舘副市長。 

○副市長（外舘正敏君）  それで、市町村で一般廃棄

物の処理を行えというふうな質問だと思いますけれど

も、いずれこれまでの経緯からしますと、久慈地区に
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おいては広域、当時は久慈広域行政事務組合を設立を

して、そして広域連合というふうなことで構成市町村

でもって共同処理を進めてきたわけであります。 

 その中にあって、城内議員がおっしゃったように国

のほうからの通知があった。そして県のほうでは広域

計画を策定をした。 

 そういうふうな状況の中で、じゃあ、二戸地区と久

慈地域の広域化について、どう進めるかというふうな

ことでいろいろ議論をしてきたわけであります。 

 これかなりの年数をかけて議論してきたわけであり

ますが、いずれもし自治事務ということで久慈市単独

でやるということになりますと、これはなかなかに現

実的には困難、というのは、例えば久慈広域連合内の

構成市町村との合意を経なければならない。そして、

これまで進めてきたいわゆる二戸地区と久慈地区との

広域化の問題についても、これは構成市町村８ですね、

の合意を得て進めなければならないというふうな状況

がございますし、それで一方では久慈地域で、久慈地

区でいわゆるこれまでどおり、議員おっしゃるとおり

進めていくかというふうになりますと、いわゆる県の

計画あるいは国、県の計画等と整合をとらなければな

らないという、そういうような見直しの作業も出てく

るわけでありますので、非常にこれはなかなかに、現

実的には非常に困難な問題があるというふうに思って

おりますので、市長からも答弁申し上げているとおり、

いずれこの広域化については今後とも進めていくとい

うふうなことになろうかと思いますので、その点はご

理解をいただきたいというふうに思います。 

○副議長（下舘祥二君）  17番城内仲悦君。 

○17番（城内仲悦君）  みずから進めてきたんだから

なかなか見直しはできないという答弁ですけど、実際

この問題はやっぱり燃やさない方向に転換していくと

いうことが今は求められてるわけですから、そういっ

た点で私は１回立ちどまって考える必要あるというふ

うに思いますので、この点は平行線でありますからこ

こでやめますが、今後ともこの問題非常に重要な問題

なんで、今後とも指摘を、提起していきたいと思って

います。 

 もぐらんぴあの件ですが、委託、協会に委託するっ

ていう状況だと、建物も再建する建物内の安全対策、

それからパンフレットとか看板つけてというふうな、

例えば湊地域から沿岸を道路が走っています。あの先

はすべて津波常襲区域です。外からの観光客は知らな

いで来るわけです。そうして渋滞になります。あの通

路のわきは岸壁っていいますか、人の手で上れないよ

うながけがずうっと続いています。 

 だから、不特定多数の人が、しかも子供からお年寄

りまで来るという施設をつくるといった場合に、まさ

にその自然災害から命を守るということを忘れ去って

るんじゃないですか。今も 初の答弁で言った安全対

策は、全く私には安全対策に見えません。 

 停電対策はどうなっているんですか、ここは。太陽

光でもつけるんですか。遠隔装置の扉つくるって、そ

れは電気でしょう。電気がとまれば遠隔装置もつかな

いわけです。やはりその辺もっと慎重に、があっと安

全と、こういう前提のもとに安全対策考えましたとい

う、きちんと答弁してください。 

 津波が、例えば三陸沿岸、久慈沖だったらどうなる

のかということも含めて、来るわけですから、必ずこ

れは。来るものとして安全策は考えなきゃだめなわけ

ですから、その点お聞かせ願いたいと思います。 

 それからもう一点、時間もなくなってきましたが、

法定外公有地の条例があるというふうに、私、不勉強

で知りませんでしたが、その条例の中に口頭で注意し

てもとらない場合は、市の側で撤去できる条項になっ

ているんですか、あるいは罰則がその条例の中にある

んですか。 

 私はきょうも通ってきましたけど、口頭で市の担当

者が住宅に住んでる方に指導したのは知っています。

「とります。」って言ったのも聞いています。しかし

現時点まだとってないんです。不法に公用地が使用さ

れている状況を放置しているわけです、市は。この条

例に基づいてやるやつはどうなのか、お聞かせいただ

きたいと思います。 

 教育長に、子供たちに内部被曝をさせないという決

意は必要だと、内部被曝をさせないという、やっぱり

決意を持って、自主検査もするということの答弁であ

りましたし、本当に現場にその思いを徹底させていた

だいて、取り組みをお願いしたいと思います。よろし

くお願いします。 

○副議長（下舘祥二君）  下舘産業振興部長。 

○産業振興部長（下舘満吉君）  それでは、もぐらん

ぴあの再建についてのご質問にお答えをいたします。 

 建物の安全対策ということでありました。議員もご
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案内のとおりでありますけれども、ごらんいただきま

すように、今度つくろうとするのは鉄筋コンクリート

づくりでつくっていきたいと思っております。 

 そして、今現在も半崎地区にさわやかトイレありま

した。あのように建物そのものは一切壊れない状況で

残っております。地下備さんの事務所もそのような形

で残っております。 

 そういった形から考えれば、鉄筋コンクリートづく

りでつくるということは非常にいい、建物の安全性も

確保できるものだろうとこのように思っております。 

 また一方、先ほど市長からの答弁の中で、安全対策

が見られないというお話もありましたけれども、従来

と違っていわゆる遠隔操作での防潮扉も設置になりま

す。今回原油もそのような形で完全に守られてありま

す。漏れたという話も一切ございません。 

 さらには、そのトンネルとトンネルをつないで、避

難トンネルも整備するということになってございます。 

 そしてまた、ちかびさんのほうでは、電源装置につ

いては高台に移転をして設置するということも申して

おります。そういったことからすれば、そういうトン

ネルを活用した避難路あるいは電源というものも、あ

る程度の確保ができてくるというふうな部分から考え

れば、今現在これまでと比較いたしましても安全は大

分改善されるものと、このように思っておりますので

そういう形で進めてまいりたい、そのように思ってお

ります。 

 また、もう一つ加えさせていただければ、陸中海岸

国立公園、海沿いを道路沿い、道路もいっぱい走って

ございます。いろんな部分でいけば、やはりそういっ

たところも不特定多数の方々も往来するわけでありま

す。 

 そういった地域すべてがだめというような形になる

のも、大変にないことではないのかな、したがってそ

ういったとにかく安全面というものをしっかりと考え

ながら建設をしていきたい、このように考えておりま

すのでどうかご理解をいただきたいと思います。 

○副議長（下舘祥二君）  小上建設部長。 

○建設部長（小上一治君）  それでは、私のほうから

は法定外の関係で、市のほうとして法定外の公共物の

管理条例というのを設定してございます。 

 その中の３条においては、その使用また収益等をし

ようとする者は、市長の許可を受けなければならない

というふうな条項がございます。 

 それによりまして、確かに 終的な条件、条項では、

過料を科すことができるということにはなってはござ

います。 

 ただ、ここの今その施設に市販されているようなプ

レハブの小屋が建ってるというふうな状況がございま

す。ただ、これまでもいろいろその方とも協議、また

指導なりをしてきてまして、その話し合いの中では一

時簡単に移動しやすい砂利だったり建設資材等々につ

いては、その物件はその区域から外したと。ただ、そ

のプレハブ的な小さいものだと思いますが、それにつ

いては後でやるということにしてございました。 

 今、議員さんおっしゃいますとおりまだしてないの

は事実です。ただ、これにつきましても再三、今この

方も被災の関係、被災のほうの復興のお仕事をしてお

りまして、非常に忙しいという状況も聞いてございま

す。 

 そういった中で、いずれ口頭でまた再度この方に注

意を喚起していき、その区域から撤去してもらうよう

に進めてまいりたいと思いますので、ご理解をいただ

きたいと思います。 

○副議長（下舘祥二君）  宇部教育次長。 

 時間過ぎてますので簡潔にお願いします。 

○教育次長（宇部辰喜君）  学校給食での食の安全と

いうことでございますが、国、県が実施している検査

体制も十分に注視してございまして、その上で仕入れ

を、食材の仕入れをするときには、産地の表示を義務

づけをするとか、さらに放射能に関しては検査器で検

査を徹底してまいりたいとそのように考えております。 

 以上でございます。 

○副議長（下舘祥二君）  16番小野寺勝也君。 

○16番（小野寺勝也君）  何点か関連質問させていた

だきます。 

 まず、職員体制の問題でありますが、この10年間、

平成15年から今年度までの10年間で見ると、職員数で

90名の削減となってます。加えて昨年の大震災であり

ます。その災害発生後の昨年も２名削減、今年度も１

名削減という流れになっています。 

 そして、これは職員の健康調査を見ますというと、

精神的健康度というんですか、これが低いのが全体の

46％を占めておるということで、大変懸念をされるわ

けです。 
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 そこでお尋ねいたしますが、この超過勤務の状況を、

全体的で結構ですがどういう状況になってますか、そ

れが第１点。 

 それから、広域組合の処理問題での、ことしの３月

の予算議会で当時の末﨑副市長は私の質問に対して、

いわゆる可燃ごみ処理施設の集約と分収の比較につい

てと、15年間で10億の節減になるという計算書を示し

てただしたところを、ご指摘のように精査しなければ

ならないものだというふうに思っていると、ついては

きちっとしたものを組合に提出するよう求めていきた

いという答弁をしております。 

 その経過と結果について、まずお聞かせください。 

○副議長（下舘祥二君）  菅原総務部長。 

○総務部長（菅原慶一君）  超過勤務の時間数でご答

弁申し上げたいと思います。 

 平成23年度、これが選挙等を除きまして9,800時間

です、約。それから、平成22年度、これは３月震災あ

った年ですけれども、これが１万7,588となっており

ます。 

 以上です。 

○副議長（下舘祥二君）  勝田市民生活部長。 

○市民生活部長（勝田恒男君）  ３月定例会での末﨑

副市長のその10億円の節減と、あと現実に合わせて精

査が必要だというような答弁をしているけれどもとい

うようなご質問でございます。 

 組合が試算して皆様にお示ししたのが10億ほどの削

減、これが見込まれるというような試算をご説明申し

上げておりますし、末﨑副市長が申し上げた精査が必

要だというのは、実態に合わせた計算も必要だよねと

いうようなことで、申し上げたものだというふうに思

っております。 

 その後におきまして、私どもも組合のほうに出向き

まして、実態に合わせた計算もだんだんにしていかな

いといけないよねというようなお話をしたんですけれ

ども、まだ焼却炉の規模ですとかごみの収集運搬、そ

の部分が未定の部分があるということで、実態に合わ

せた試算というのは、それが、それらが固まってから

でないとできないということになってございます。 

 以上でございます。 

○副議長（下舘祥二君）  16番小野寺勝也君。 

○16番（小野寺勝也君）  職員体制の問題で言います

と、これは去年の４月の調査結果のようですけれども、

精神的安定度が低いと、懸念されると、そういう点で

はやっぱり生活の中に心を休める時間が大切だと、適

切な運動をする、読書をする、ドライブをするなど、

楽しいと思えることを行うのもよいでしょう。リラッ

クス、こういう専門家からの調査をした上での提言も

あります。 

 しかし、今答弁いただいたようにこの50年間で90名

も削減された人数の中で、超勤で何とかしないととい

う実態だと思うんです。 

 そこで、この点で言えば、例えば平成15年というの

はどれぐらいの予算規模が、決算額で言いますと194

億円なんです。当時で言えば久慈市と山形ですか、合

わせて。 

 昨年の予算額は302億円でしたね、ことしの予算額

は既に256億、恐らく復興交付金等を組めば去年並み

の予算規模に膨らむんじゃないですか。 

 そうすると、予算規模で見ると1.5倍ぐらい、1.6倍

になってるんです。逆にこの10年間で職員は90人減っ

てるということになります。 

 ちなみに予算執行です、職員数で割ってみると、平

成15年で見ると１人当たり4,130万円、予算執行が。

昨年度で見ると、23年度予算で見ると7,940万円とい

うことで倍近くなってるんです。 

 先ほどの答弁で、その職員体制について人件費の適

正、むやみに膨らむというのはそれはそうでしょう。

しかし、適正配置について努めていくということであ

れば、私は少なくとも災害発生した昨年２名、ことし

１名減らしますよね、これだけは見送ると。そして来

年度の合理化計画ですか、そのある削減も見合わせる

というくらいまでいかなかったら、職員はなかなか耐

えがたいものが出てくるんじゃないですか、いかがで

しょう、お聞かせをいただきたいと思います。 

 それから、そのごみ問題で現実に合った数字、実態

に合わせた数字だと、そうすると勝田部長、その収集

の経費もいわゆるプロセスだとかで、各構成自治体の

願いが今反するわけでしょう。 

 で、これはなかなか一致できないで棚上げになって

いると、それいつできるんですか。それが出ないと実

態に合った数字も出ないということになります、今の

答弁だと。 

 そうではないでしょう、あなた方は北部環境組合つ

くるとき経費削減になりますと、統合しなければ交付
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の対象になりませんと、こう言ってきたんですよ。 

 今もって、そのきちんとした数字が出せないという

のは、これに大義名分がなかったということの証拠で

はないですか。再度お聞かせください。 

○副議長（下舘祥二君）  菅原総務部長。 

○総務部長（菅原慶一君）  先ほどの城内議員に対し

ての答弁と同じような答弁になるかもしれませんけれ

ども、いずれ定数削減につきましては当時の市長以下

の考え方として、この緊急事態において実は内部的に

そこはもうちょっとやめようと、そういうふうな内部

的な意思統一はあったように思っています。 

 しかしながら、現実問題として、実態に合わせてい

ってできるだけ職員を確保しようという中で、先ほど

城内議員にも申し上げましたとおりいろんな事情があ

りました。 

 それで、確保しようにもできなかったというのもあ

ります。そういうふうなこともありまして、結果的に

は正職員の定数を△１、そのほかの形態としてもいろ

んな形態で、いずれ現場の職員の過密労働というか超

勤対策として、そしてそれに対しての手配は極力やり

ましょうというふうにご答弁申し上げたところです。 

 なお、いずれ申請等につきましても、前の議会のと

きにも答弁しておりますけれども、いずれ岩手医大と

かその辺等いずれご協力いただいておりますので、そ

の辺の関係とかいずれ産業医との連絡を密にするとか、

その辺でいずれそういうふうなストレス対策、それも

並行していずれ意を配してまいりたいと、そのように

考えているところです。 

 以上です。 

○副議長（下舘祥二君）  勝田市民生活部長。 

○市民生活部長（勝田恒男君）  経費試算のお話でご

ざいました。 

 ３月定例会でもるるご説明を申し上げたつもりでご

ざいますけれども、あくまでも推計値で全国の同様の

施設、平均的な施設で使用されている人員等、そうい

ったものを参考にして試算してお示しをしているとい

うことでご説明申し上げております。 

 そのことをご理解をいただいて、そして組合の設立

をして現在に至っているというようなことでございま

すので、市長から先ほどご答弁を申し上げましたとお

り、広域化の見直しについては考えていないというこ

とでございます。 

 以上です。 

○副議長（下舘祥二君）  16番小野寺勝也君。 

○16番（小野寺勝也君）  再度お聞きしますが、今議

会の冒頭で副市長が選任をされました。そのお二人の

副市長の事務分担を見ますというと、以前の４月まで

の末﨑さんと外舘さんとの分担、やや半々程度ぐらい

だったのかね、今度見ますと星副市長の事務は復興推

進課、産業開発課、これに限定して特化をされてます

ね、市長。そういうことは、それだけにこの部分で大

変な重要な分野で重点的、集中的に頑張ってもらうと

いうことのあかしかなとも思うんです。 

 ところが、この担当の産業開発課、これが１名減に

なってるんです。一方ではそういう特化して集中する、

上の部分は、下にいくと逆に１名切ると、こういうい

わゆる整合性についてどういうふうに考えていけばい

いのか、お聞かせをいただきたいのが第１点。 

 それから、ごみ問題です。 

 実は城内議員もただしました、ちょっと待ってくだ

さい、ことしの４月の初め、私どもでこの問題で政府

交渉をしました。その回答はこうなんです。環境省で

は平成９年に各都道府県に対して広域化計画を策定す

るよう通知を出しておりますが、環境型社会形成推進

交付金は、広域化計画に位置づけられた施設でなけれ

ば交付されないといった対応はとっておりません、こ

れが第１点。 

 それから、この交付対象は人口５万人以上または面

積400平方キロ以上の地域だと、場合によっては小型、

日常100万トン以下の廃棄物処理施設についても交付

対象になりますと、こういう回答を寄せております。 

 この回答を、担当者は環境省廃棄物リサイクル対策

部廃棄物対策課、渡辺さんです。こういう回答をして

るんです。 

 そうすると、末﨑副市長さんたびたび使って恐縮で

すが、３月の予算委員会で、副市長は久慈、二戸広域

を一つにまとめて処理しないと、環境省の建設費の補

助金の対象にならないということを組合で県のほうか

ら確認するところですから、そうなりますと大問題に

なると言う、言い切ってるんです。 

 そこで、先ほど市長の答弁で、県のほうに問い合わ

せたところ困難と聞くという答弁があったということ

ですが、どなたですか、担当者は、成田さんという方

じゃないですか。成田さんは私も聞いたところでは、
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広域化計画を決めたのは県ってあんた方は言うけれど

も、当時の助役さんたちが一同に集まって決めていた

だいたものだと、そう答えてるんです。 

 それでは、県北の８市町村が、今で言えば副市長さ

んっていうことになりますか、集まってるんです。再

検討したいということが、それはできるんでしょうと

言ったら、そうなりますかねえということも言われて

いるんです。 

 さらに、二戸の市長、管理者です、この環境省の回

答について初めて聞いたと、ついては組合としても文

書で問い合わせてただしてみたいというまで言ってる

んですよ。 

 やはり、やっぱり繰り返して言いますけれども、試

算表もでたらめだったと、今言った問題も環境庁の担

当者、みずから名乗って文書書いて寄せてるんです。 

 この二つのいずれもが、大義名分がなくなったとい

うことではないですか。市としても構成団体の主要な

一員として、この問題で真摯な対応をすべきではない

でしょうか。改めてお聞かせをいただきたいと思いま

す。 

○副議長（下舘祥二君）  外舘副市長。 

○副市長（外舘正敏君）  北部広域環境組合のご質問

でありますけれども、まずその環境省からの回答につ

いては、先ほどたしか答弁したとおりでありまして、

いずれこれから地域計画、例えばいわゆる補助を、例

えばそれぞれ単体で受けるとするということになると、

地域計画を策定しなければならない。そして県の計画

とそれが整合をとれないと、なかなかに補助金の導入

というのは厳しいということは、これもまた一方で国、

県のほうでは言っているわけです。 

 先ほど、どなたか、県のどなたかの名前が出ました

けれども、私が承知している範囲の中では、構成市町

村の助役さんで決めたっていうことではなくて、いわ

ゆる担当者レベルでいろいろ詰めながら、そしていろ

いろな何ですか、それは副市長もそれは会議もござい

ましたし、ワーキング部会というのも担当レベルで組

織をして県も入って、メンバーに入って、そういう中

でこの組合の結成を進めてきたということであります

ので、副市長が決めたという話では、これはないとい

うことは、これはここで否定しておきますので、それ

はご理解いただきたいというふうに思います。 

 いずれ、この問題については、構成市町村のそれぞ

れの議会の中でもいろいろ質問が出てるやに聞いてま

す。そういうふうな中にあっていずれ構成市町村は、

いずれ今のこの組合の広域化については、そういうこ

とで進めていくというふうな方向だというふうには伺

っておりますけれども、ただそれを見直しするという

ことになると、先ほど私が答弁したとおりかなりの手

続を踏まなければならないし、これはもう現実的には

かなり困難な問題だというふうに思っております。 

 ただ、コストの問題等については、いわゆるごみの

収集運搬等、おっしゃるとおりまだ決めてはいないわ

けです。それはご承知かと思うんでありますが、市長

からも答弁申し上げておりますけれども、運搬方法の

形態というものが久慈地区と二戸地区はこれは違う、

久慈地区は全面的に委託をして対応をしてるというこ

とですし、二戸地区は委託もあるし直営もあるという

ふうなことがあるわけでして、当然経費もその部分で

は差が出てきているわけです。 

 そこについては、久慈地区は負担増となるのは、そ

れはもうだめですよというふうなことがもう一義的な

話になるわけです。 

 そういうふうなことから、いずれこれは今後収集運

搬とごみ処理焼却施設が一体のものだというふうにと

らえてますので、そこのところは今後きちっと組合の

ほうにも申し入れをしながら、やはり久慈地区の主張

をきちっと主張していくということで対応していきた

いし、いずれ費用面についても、全体的に費用面につ

いても、要は負担増にならないような方向での申し入

れは、これからも継続してやっていきたいというふう

なことでありますので、そこはいずれご理解いただき

たいというふうに思います。以上です。 

○副議長（下舘祥二君）  菅原総務部長。 

○総務部長（菅原慶一君）  職員の数とそれが職員の

増減によって、そこが重要なセクションであるかそう

いうふうな尺度みたいなことを、それも一つの見方か

もしれませんけれども、いずれ一般事務とか単純な事

務であれば、いずれそれは職員の頭数、これでこなす

場合もあるかとも思いますけれども、渉外とかいずれ

特定課題においては必ずしも職員の数において、そこ

が重要だとか軽度だとかそういうふうな判断はできる

と思っておりませんので、そこが矛盾してるとは考え

ておりません。以上です。 

○副議長（下舘祥二君）  再質問、関連質問を打ち切
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ります。 

 この際、暫時休憩いたします。再開は午後３時５分

といたします。 

    午後２時49分   休憩   

癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩 

    午後３時05分   再開   

○副議長（下舘祥二君）  休憩前に引き続き、会議を

開きます。 

 一般質問を継続します。 

 次に、社会民主党、梶谷武由君。１番梶谷武由君。 

    〔社会民主党梶谷武由君登壇〕 

○１番（梶谷武由君）  社会民主党の梶谷武由です。 

 市政の当面する諸課題について市長に質問いたしま

す。 

 初めの質問は、テレビの地デジ化にかかわる質問で

す。 

 地デジ化に完全移行しましたが、地デジを視聴でき

ない世帯もあります。その家庭では当面は衛星を利用

しての視聴ができます。しかし、５年を経過するとこ

の衛星を利用しての視聴もできなくなると聞いていま

す。このほかにも課題も残されていると思われますが、

どのように把握しているか、またこれらの課題への対

応策についてお伺いいたします。 

 次は、防災についての質問です。 

 昨年の東日本大震災を受けて、県や市町村では防災

計画を見直しているところだと思いますが、見直しの

状況についてお伺いいたします。 

 市内には防災機材を保管しておく倉庫などがありま

すが、半崎地区の倉庫は昨年の震災で流失しました。

水害の恐れのある場所などの設置場所の再検討や新た

に整備する必要があると思いますが、防災機材倉庫の

整備の現状と今後の整備計画について、また備蓄して

ある機材の点検状況と今後の整備計画についてお伺い

いたします。 

 次の質問は、廃屋等の対策についてです。 

 管理が十分に行き届かない廃屋について、全国的な

問題ともなっています。 

 地震や台風、強風時に廃屋等の屋根や外壁等が飛散

し、通行人や隣接する人家の方が不安を感じるという

声を聞くことがあります。通行人や人家に被害を及ぼ

す恐れのある建物等の把握状況についてお伺いいたし

ます。 

 また、地域住民が危険を感じるような場合は、所有

者に対し適切に管理を行うよう指導すべきと思います

が、現状はどのようになっているかお伺いいたします。 

 次は、飼い犬のふんの害についてですが、飼い主が

散歩の時にふんの処理を行わないために迷惑を受けて

いる。人家の密集している付近は比較的よいように思

われるが、人家の密集していない水田近くや河川堤防

などで草刈りをするとき、ふんが飛び散って大変迷惑

をしているという声を聞きます。ふん害の状況とふん

害防止のための啓蒙活動についてお伺いいたします。 

 次は、少子化対策についての質問です。 

 学校を卒業した若者が地元での就職を希望しても、

久慈地区では働く場所が少ないため就職ができず、や

むを得ず多くの若者が地域外へ出て行っているのが現

状です。 

 少子化対策は、若い世代の安定した仕事と収入の確

保、子育てしやすい環境の充実、このことにかかわる

と思います。 

 出産一つとってみても、久慈地区では産婦人科医師

が少ないため正常分娩しか扱えない状況であり、赤ち

ゃんをもう一人ほしいと思いながらあきらめたという

声も聞きます。 

 県立久慈病院の産婦人科医師の増員をはじめ、医療

の充実が求められています。 

 過酷な労働環境や休みづらい職場では、安心して子

育てができません。子どもが熱を出したり具合が悪く

なったりしたとき、親がすぐ対応できるように親の職

場環境が整っていることも大事です。子育てしやすい

環境づくりをどのように進めているか。 

 少子化対策のためには、子育て世代の方が多く住ん

でいただくことが必要です。子育てしやすい施策があ

れば、住む場所を選択するとき久慈市を積極的に選択

するようになるのではないかと思います。子育て世代

の定住化に向け、どのような施策を行っているか。 

 次世代育成支援対策推進法による特定事業主行動計

画を作成し、実施することとなっていますが、当市の

前期計画の総括と後期計画はどのようになっているか。 

 育児休業の取得は、それぞれの家庭で夫婦どちらが

取得するか選択できることになっているわけですが、

現実は妻の取得が圧倒的に多いと思います。市職員と

小中学校教職員の男性の育児休業取得状況についてお

伺いいたします。 
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 次の質問は、燃料用ペレットについての質問です。 

 まきストーブやペレットストーブ、木質系燃料を使

用するボイラーは化石燃料を使用しないため、地球温

暖化防止の観点からも積極的に利用拡大を図るべきで

あり、市でも今年度からまきストーブ利用促進を図る

ため補助制度をつくったところです。 

 ペレットストーブの利用が進んでいないように思わ

れますが、それはペレットの価格が比較的高いためで

はないかと考えます。 

 木質ペレットは製材廃材やおがくず、建築廃材やか

んなくず、あるいは間伐材や林地残材などを原料とす

るため、原材料費はほとんどかからないことから、ペ

レットの価格は製造費用と輸送費用によって決まるの

ではないかと思います。 

 間伐材や庭木を剪定した枝などを活用して、市内で

ぺレットの製造が行われるようになれば、輸送費用が

低減し価格の低減につながり、ペレットストーブの利

用拡大にもつながると考えます。市内で製造販売でき

るよう支援策を考えるべきと思いますが、考えをお伺

いいたします。 

 次に、風力発電についての質問をいたします。 

 昨年の震災以降、脱原発の機運の高まりとともに再

生可能エネルギーの活用、エネルギーの地産地消の考

えが進んできています。 

 その中でも、自然エネルギーを活用した風力発電は

核廃棄物や二酸化炭素を出さず、将来における電気エ

ネルギーの中心になるのではないかと期待されます。 

 一方で、風車の音や振動による被害が発生しており、

風車の建設に当たって人はもちろんのこと、家畜や鳥

類への影響がないようにしなければなりません。風力

発電の実現の見通しと被害を発生させないための対策

についてお伺いいたします。 

 以上で、登壇しての質問を終わります。 

○副議長（下舘祥二君）  山内市長。 

    〔市長山内隆文君登壇〕 

○市長（山内隆文君）  社会民主党、梶谷武由議員の

ご質問にお答えをいたします。 

 初に、地デジ移行後の課題とその対策についてお

答えをいたします。 

 地デジの視聴状況につきましては、これまで共聴施

設、高性能等アンテナ、衛星放送により対策済みとな

っております。 

 しかしながら、ご指摘のとおり衛星放送での対策に

つきましては、平成27年度末までの暫定措置でありま

すことから、今後の恒久的な対策が課題となっており

ます。 

 課題の解消に向けましては、対策費用や維持管理の

問題に配慮するとともに、世帯ごとに異なる環境に合

った恒久的な対策を検討していく必要があると認識を

いたしており、早急に対策が図られるよう国及び放送

事業者に引き続き要望してまいりたいと考えておりま

す。 

 次に、防災についてお答えをいたします。 

 まず、地域防災計画の見直し状況についてでありま

すが、市地域防災計画は災害対策基本法第42条第１項

により、毎年地域防災計画に検討を加え、必要がある

ときはこれを修正しなければならないと定められてお

ります。 

 平成24年３月に岩手県地域防災計画において、東日

本大震災にかかる災害対応の検証結果を反映させ、見

直しがありましたことから、現在岩手県地域防災計画

の修正内容及び広域防災拠点整備計画の策定状況等を

踏まえながら、見直しを進めているところであります。 

 今年度中に地域の実情等も踏まえながら見直しを行

い、市防災会議を開催し、計画を策定してまいりたい

と考えております。 

 次に、防災機材備蓄倉庫の設置状況と今後の整備計

画についてでありますが、これまで長内町の久慈市防

災センター及び夏井町半崎地区の消防防災資機材倉庫

に防災資機材等を備蓄しておりましたが、半崎地区の

資機材倉庫は、平成23年３月11日の東日本大震災津波

により全壊したところであります。 

 被災をいたしました消防防災資機材倉庫につきまし

ては、昨年度消防庁の消防防災施設災害復旧費補助金

の決定を受け、現在実施設計を進めているところであ

り、今後工事発注を行い、平成25年３月までに完成す

る予定となっております。 

 備蓄機材の点検と整備計画についてでありますが、

これまでも、災害応急対策活動を迅速かつ的確に実施

するため、防災資機材等の充実に努めてきたところで

あり、今後におきましても計画的に防災資機材等の整

備を行い、定期的に点検し、災害時応急対策活動の推

進を図ってまいりたいと考えております。 

 次に、廃屋等の対策についてお答えをいたします。 
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 まず、地震や台風等、強風時に被害を及ぼす廃屋等

の把握状況についてでありますが、新たな住宅建設あ

るいは引っ越し等により旧住宅が廃屋となり、老朽化

が進み被害を及ぼす恐れのある建物となることは十分

認識されているところであり、消防点検巡回や県北広

域振興局土木部による防災査察等により、廃屋の存在

は承知しているところであります。 

 次に、所有者への適切な管理指導につきましては、

保安上危険な建物に対する措置は基本的に所有者が講

ずるものでありますが、所有者不在や経費を要するこ

とも、措置が講じられない要因となっているものとと

らえております。 

 建築基準法では、病院、学校などの特殊建築物のみ

が特定行政庁による必要な措置を命じることが可能と

なっている建物でありますことから、一般住宅に対し

ては管理指導が行き届いていないのが現状であります。 

 今後、廃屋による地域への安全な生活や生活環境へ

の影響等も踏まえ、所有者が適切な管理をしていただ

けるよう、関係機関等と検討を進めてまいりたいと考

えております。 

 次に、飼い犬のふん害防止についてお答えをいたし

ます。 

 まず、飼い犬によるふん害の状況についてでありま

すが、当市に寄せられたペットに関する苦情件数は過

去３年間で15件が寄せられており、うち飼い主のふん

害による苦情件数は４件となっております。 

 また、飼い犬のふん害を防止するための啓蒙活動と

いたしましては、狂犬病予防集合注射の実施とあわせ

まして飼い主に対して直接呼びかけを行っております

ほか、久慈市公式ホームページへの記事掲載やチラシ

の全戸配布による呼びかけ、また飼い主によるふんの

始末を啓発する看板の配布を行っており、今後におき

ましても飼い主のマナー啓発を図りながら、住みよい

環境の保全に努めてまいりたいと考えております。 

 次に、少子化対策についてお答えをいたします。 

 まず、子育てしやすい環境づくりについてでありま

すが、妊婦や乳幼児の健康診査や医療費の助成、小児

用肺炎球菌ワクチンなどの助成のほかに、保育料の軽

減をはじめ、保育所や放課後児童クラブの施設整備な

ど、保育の充実に努めるとともに就労と育児の両立を

支援するため、延長保育や休日保育などの特別保育事

業を推進し、働きながらも子育てしやすい環境づくり

に努めているところであります。 

 また、子育て支援センターにおきましては、子育て

支援情報の提供、子育てに関する不安や悩みなどの相

談事業のほかに、子供の年齢や発達に応じて参加でき

る事業を実施するなど、安心して生み育てることがで

きる子育て支援の環境づくりに努めているところであ

ります。 

 次に、子育て世代の定住化促進策についてでありま

すが、子育て世代の定住化を図るためには、当市の重

要課題であります雇用の場の創出確保の取り組みとあ

わせまして、各種子育て支援施策による子育てしやす

い環境づくりが重要であると認識をいたしております。 

 今後一層の事業推進を図り、子育て世代が当市で暮

らし、子供を生み育てられるような環境づくりに努め

てまいりたいと考えております。 

 次に、次世代育成支援対策推進法による特定事業主

行動計画の前期計画の総括と後期計画についてであり

ますが、計画期間であります平成17年度から26年度ま

での10年間のうち、前期計画の５年間におきましては、

育児時間の対象となる子供の年齢を１歳までから１歳

６カ月までに延長し、また育児休業を取得したすべて

の職員の代替職員を配置するなど、法律の趣旨に沿っ

た環境整備ができたところであります。 

 その一方、男性職員の育児休業の取得率向上等、達

成できなかった部分もありますことから、後記計画に

おいても職員に対し周知を図るなど、引き続き制度の

普及に取り組んでまいりたいと考えております。 

 次に、男性の育児休業の取得状況についてでありま

すが、平成18年の合併以後、これまでに市職員及び小

中学校教職員ともに取得実績はないものであります。 

 次に、燃料用ペレットについてお答えをいたします。 

 ペレットストーブの利用拡大を図るためには、利用

者が手軽に燃料用の木質ペレットを入手できる供給体

制の整備が必要であると考えております。 

 市といたしましては、林業事業体に対して国庫補助

事業等を活用した木質ペレット製造施設整備の制度周

知を図るとともに、三圏地域連携懇談会の森林資源活

用専門部会において、供給体制等のあり方について議

論を深めてまいりたいと考えております。 

 後に、風力発電についてお答えをいたします。 

 昨日の創政会代表、下川原議員ほかにお答えいたし

ましたとおり、風力発電につきましては現在風況観測
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を実施しているところであり、事業の実施まで相当の

期間を要するものではありますが、実現に向け一歩一

歩着実に取り組んでまいりたいと考えております。 

 また、本プロジェクトにおいては環境面に十分配慮

し、風況観測地区における騒音、低周波音調査等の社

会環境調査や鳥類の生息状況等を含めた自然環境調査

を実施しており、環境への影響が懸念される場合にお

きましては、その対策についても検討することとして

おります。 

 以上で、社会民主党、梶谷武由議員に対する私から

の答弁を終わります。 

○副議長（下舘祥二君）  再質問を許します。 

 １番梶谷武由君。 

○１番（梶谷武由君）  それでは再質問いたしますが、

まず地デジにかかわる分についてですが、地デジを視

聴できない、高性能アンテナあてがっても視聴できな

い場合も、現在衛星を利用して見ているというふうに

思いますが、この５年で見れなくなるといった場合に

国で、あるいは関係機関への働きかけといった場合に、

その衛星を利用してのずっと継続して見れるような働

きかけというふうな形でいくのか、あるいは衛星を利

用しない形で、地デジが視聴できるような何らかの方

策といいますか、さらに共聴の施設とかあるいは個別

でも補助等を使いながらやっていくような形での考え

ているのか。 

 あともう一つ、私が聞いたのでは、共聴組合をつく

って補助を受けて、何だ、見れるようになったと、大

変よかったという安心したという声も聞いたんですが、

その共聴組合に入っている加入世帯が少ないために、

日常運営の負担もこれも大変だという話を聞きました。 

 また、将来故障した場合にとても少ない軒数では直

せない、補助なんかも何もなさそうだし、これからど

うなるんだろという話もされていたんですが、共聴組

合等の運営についての補助とかあるいは故障した場合

等の修理にかかわっての補助制度、これ等が必要かと

思うんですが、これらについてはどのようになるかお

伺いします。 

○副議長（下舘祥二君）  中居総合政策部長。 

○総合政策部長（中居正剛君）  地デジに伴って今衛

星対策によって視聴している世帯は、今32地区で75世

帯ほどになってございます。 

 それで、５年間でこの衛星が見れなくなるというこ

とで、今後どのような考えでもって対応していくのか

というご質問でございますが、今お話しました75世帯

の中で、共聴施設をつくって対応できるようなところ

もあるかもわかりません。これらについても国、放送

事業者と相談しながら、そのような対策ができるもの

については、その共聴施設でもっての対策を考えてま

いりたいと。 

 それから、この５年間で今現在終了するということ

になっておるわけでございますが、この継続あるいは

抜本的な恒久対策がとられるような形での要望を、国

なりに対して要望してまいりたいというふうに考えて

おります。 

 それから、補助を受けて見れるようになったがこの

運営負担、それから故障したとき等の部分について大

変だというお話でございますが、今現在、改修補償等

についての補助は今のところないわけでございますが、

そのケース・バイ・ケースでの対応ということになろ

うかと思いますので、今後この小規模の組合の維持負

担助成策については、今後どうするのか検討が必要で

あるというように考えているところでございます。 

 以上です。 

○副議長（下舘祥二君）  １番梶谷武由君。 

○１番（梶谷武由君）  次は防災にかかわる分ですが、

ここの分でちょっと項目がたくさんあるので分けなが

らしたいと思いますが、防災計画、今回の見直しにつ

いても震災にかかわる部分がどうしても中心になるの

かなというふうに思いますが、津波対策だけじゃなく

てそれ以外の災害、大雨、洪水、さまざまあるわけで

すが、そういう場合のところについても同じようにと

いいますか、全体の中でその見直しを行っているので

はと考えますが、そのような形なのか。 

 また、そのような場合に防災会議等で行うというこ

とになるわけですが、久慈市の場合に女性の委員の比

率といいますか、女性の考え、実際にそこの中に入っ

ていただいて計画をつくる、つくっていくのが必要だ

と思うんですが、どのような形になるのか。 

 あと、今回、昨年の震災の関係で、特にこれまで防

災計画の中にはなかったと思うんですが、放射線対策、

これらの分については追加されるのではないかと思う

んですが、どのような形でここに入るのか。 

 それから避難支援従事者、消防団とか民生委員ある

いは病院、学校等さまざまな方が避難を支援するため
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にかかわっていくわけですが、この方たちの安全確保

が大事だというのが、今回の震災を受けてのことでさ

まざまな形で報道等されているわけですが、そこの部

分についての考え方というのについて、今あればお伺

いをしたいと思います。 

○副議長（下舘祥二君）  菅原総務部長。 

○総務部長（菅原慶一君）  多岐にわたってご質問い

ただきましたので、ちょっと順序立ててこちらから説

明させていただきたいと思います。 

 初めに、まず修正につきましては、見直しの事務手

続のやり方につきましてはスキームから申し上げます。 

 まず、修正意見の集約。これはいろんな地域関係者、

地域民、地域の住民の方、そしてそれから修正原案を

作成いたします。そして防災会議へ付議いたします。

それで県へ報告いたしまして住民に対する広告といい

ますか、周知というふうな格好になります。 

 したがいまして、質問の一つにもありました女性委

員、確かに少ないです。これは地域で今回の場合もい

ろんな岩大、岩手大学等の協力も得ながら、地域に入

ってのいろんな情報収集も考えておりますので、その

辺の段階で女性の方のいろんな意見、これも反映でき

るのではないかなとそういうふうには思っております。 

 いずれそういうことで、そもそもいずれ法律上とい

いますか、制度上のこの防災計画が、これが国なり県

のその計画と整合性がとれていることというものが明

記されておりますので、いずれにしろ市長からご答弁

申し上げましたように、別にその縦横の整合をとりな

がらやんなきゃならないということになります。 

 したがいまして、今回の主な見直し点といたしまし

ては、いわゆる主なもの申し上げますけれども、もち

ろん東日本大震災、これを踏まえた見直し、それから

地震、津波の想定、それから災害対策、避難救出対策、

それから通信情報等、多種にわたっています。 

 いずれこれらの中において、いろんな範囲からこれ

を見直すということでございまして、いずれ今回の津

波だけを中心にやるということではございません。 

 そうしたような中において、いずれ消防団の安全対

策等についても反映できるのかとか、その辺も検討し

てまいりたいとそのように考えております。 

 答弁漏れがありましたら、またお願いしたいと思い

ます。 

 以上です。 

○副議長（下舘祥二君）  １番梶谷武由君。 

○１番（梶谷武由君）  防災会議、久慈市における防

災会議の女性委員の人数、全体で何人で、女性委員は

何人になっているか。 

 それから、放射線対策の追加があるのかどうかとい

う部分について。 

 あと、それから別のことですが、今回の震災の復興

計画では震災中心というふうになるわけですが、震災

以外へのその対応した計画、この場合の国の支援とい

うのが可能になるかどうかというので、これは次の防

災機材の倉庫なんかにかかわるわけですが、震災で流

された分については当然復旧といいますか、再建をし

なきゃならないわけですし、同じ場所ではないだろう

というふうに思うんですが、災害に遭わないような、

例えば津波であろうが水害であろうが、災害に遭わな

い場所に、そしてあとある程度分散というのも必要だ

と思いますし、そのようなのを考えたとき、復興計画

と震災に直接かかわらない災害に対応したののそうい

う防災機材倉庫等の位置変更等含めてどのような形に

なるのか、全くもう復興計画とは別になっていくのか、

その辺についてお伺いします。 

 それから、昨年の震災では停電とか燃料不足で大変

だったわけです。答弁等にも昨日からのさまざまな質

問等の中でも話が出てるわけですが、そのさまざまな

機材を整備している、発電機等も準備をしているとい

うこと等も出ているわけですが、そういうのを備蓄整

備しておいても、いざというときうまく使えない。そ

ういうことでは困るわけで、機材の定期的な点検ある

いは使用のための訓練、こういうのが必要と思うんで

すが、そこの部分についてはどのような形で行われる

のかと。 

 発電機にかかわっての分ですが、市役所内にも発電

機を整備をしたということで、２階なんかの廊下のと

ころにあるわけですが、あの発電機は恐らくエンジン

式のものだと思うんですが、屋内に置いたのではやは

り排気対策というのは当然必要だと思うんですが、そ

の辺についてはどのようになっているのかお伺いしま

す。 

○副議長（下舘祥二君）  菅原総務部長。 

○総務部長（菅原慶一君）  たくさんでございました

ので、また答弁漏れがあるかもしれませんがご答弁し

たいと思います。 
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 まず、防災会議の委員の数で、女性は32名中２人で

ございます。 

 それから、放射能について入ってくるのかというこ

とでございましたけれども、そういうふうな話は出る

かとは思うんですけれども、現段階では県の計画にも

入っておりません。 

 いずれ、国民保護法とか、そういうふうな関係でま

た別途また出てくるかもしれませんけど、これについ

てはちょっといろいろとまた研究させていただきたい

と思います。 

 それから、防災資機材倉庫にかかわりまして復興計

画との整合性ということでございますが、これ当然の

ことでございます。 

 いずれ、今回は災害復旧事業ということで、流され

たものと同じレベルのものを復元するわけでございま

すけれども、いずれ倉庫だからといって資機材をそこ

だけに置くということではございません。 

 いずれ、今発電機そのものも、今先ほどの城内議員

の質問に対して約60台というふうな話したんですけれ

ども、今大体、五、六カ所に分散しております。 

 そのようにいろんな資機材においてもある程度中核

的な拠点、そういうようなところに、今回の資機材倉

庫に限らず配備していきたいとそのように考えており

ます。 

 また、いずれ復興計画の中において、そのような中

核的な施設も今後計画も検討をされるかもしれません。

そのようなことのいずれ計画とは整合性を持って、い

ずれ配備していきたいというふうに思っております。 

 それから、燃料不足にかかわって、これも先の議会

等でもご答弁申し上げておりますけれども、まさにそ

のとおりでございまして、いくら機械を買っても使え

なければ意味がないと、それはもう重々承知している

ところでございます。 

 いずれ、先般隣の自治体のいずれ特別点検等もちょ

っと見てまいりましたけれども、いずれそこでいずれ

消防団、各分団にいずれ発電機、それから投光器を配

備しておりました。 

 いずれ、そして消防団、分団の活動等においてそれ

らもマスターするなり、いずれ点検してもらうみたい

な格好をとっていると、入れたばっかりですのであれ

ですけれども、そのような話もしておりました。 

 いずれにしろ、消防団、分団等におきまして、本部

分団等におきましても、大体団員等は発電機、大体点

検とか動かせると思っていますけれども、それに加え

ましていずれその他の資機材等も整備していく上でお

いても、おっしゃるとおりいずれその使用方法、管理

方法、これについては万全を期してまいりたいとその

ように思っているところでございます。 

 それから、市役所の発電機、これは屋内に今廊下に

置いているけれども、これ屋外に置いたらどうかとい

うふうな話もありましたが、いずれ屋外につきまして

はこれは種々検討いたしました。 

 それで、実は油、燃料の置き場所、これについてい

ろいろやはり消防法の関係というのが出てきます。そ

れで、実は別の質問でご答弁申し上げましたとおり、

この市役所におきましてはいずれ改築なり、いずれこ

の形態を変えるとなると、耐震診断を行ってからでな

きゃできません。 

 そういうところで、いろんな面から検討しましたけ

れども、今回についてはいずれ市役所の改築なり、そ

れから外部で置くなり、それについてはちょっとそれ

よりはまだ内部で可搬いわゆる動かせる発電機、これ

をまず整備したとそういうふうな事情でございます。 

 以上です。 

○副議長（下舘祥二君）  １番梶谷武由君。 

○１番（梶谷武由君）  後の部分の発電機の分につ

いては、もし使うことになった場合にいわゆる排気対

策、これらについては十分気をつけなければならない

というふうに思います。 

 あと、防災機材倉庫の設置場所、例えば市役所のす

ぐ車庫の近くにもあるわけですが、ここも堤防を超え

るような洪水になればだめじゃないのかなという気も

しますし、設置場所の見直しの検討とかあるいは新た

に設置を考えている、計画をしているというのがある

かどうか、そこについてお伺いします。 

○副議長（下舘祥二君）  菅原総務部長。 

○総務部長（菅原慶一君）  失礼しました。先ほどの

答弁で、市役所の発電機についても使えるのかという

ふうな話もあったとのことでございますが、いずれ市

役所の職員、これにつきましてもかなりの数、消防団

に入っております。 

 それで、これらの者については、いずれ発電機、少

なくても操作できます。大体の者はできるはずです。 

 それで、各分団、消防活動において実際使いますの
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で、使うとき結構ございますので、そういうふうなも

のにおいて、まずどんどん熟練度達していくんじゃな

いかなと思っています。 

 それから、市役所の車庫、これについての備蓄倉庫

といいますか、それらについても考えなかったのか、

また複数箇所ということもございましたが、先ほどご

答弁申し上げましたとおり、市役所の屋外についてい

ずれいろんな場所、これは検討いたしました。 

 それで、いずれ車庫につきましてもいろんな活用方

法、全体の中においていずれ条件ございますので、い

わゆる有利な財源とかそれを導入する方法とかいろん

な検討はしましたけれども、結論とすれば、今の今回

の備蓄倉庫についてはいずれ防災センターといいます

か、あちらの敷地内に置いてあと複数箇所、今後計画

的に整備していくとそういうふうな考え方で今はいる

ところでございます。 

 以上です。 

○副議長（下舘祥二君）  １番梶谷武由君。 

○１番（梶谷武由君）  次に、風力発電の分について

ですが、風車、これは大きさ等にも当然よるわけです

し、低周波振動等も問題になっていて、一般的につく

られている2,000キロワットとか2,500キロワット、こ

れぐらいになった場合に、半径何メートルぐらいまで

その影響があるのか、またその場合にその範囲内に人

家あるいは畜舎等が、あと放牧地等もここにあるわけ

ですが、そういうのがあった場合の対応等をどのよう

な形になっていくのか。 

 それから、あと鳥類の生息状況の調査等も行わなけ

ればならないと思うんですが、鳥類の生息状況あるい

は渡り鳥の飛行ルートの調査、これらの予定、県のレ

ッドデータリストには情報不足というのも含めて108

種類あるようですけれども、この久慈地方での種類数

というのはどれぐらいになるのかお伺いします。 

○副議長（下舘祥二君）  晴山産業開発担当部長。 

○産業開発担当部長（晴山真澄君）  風力発電に関し

まして質問受けましたので、風力発電の大きさにより

まして低周波音によります影響の範囲ということです

けれども、いろいろの研究機関等で調べているところ

ではあるんですけど、人によって感じ方が違うという

ことで明確に出ている現象ではございませんので、今

後環境省などを中心にさらに調査を進めていくという

ふうに伺っておりますので、我々の調査といたしまし

ても、現況の低周波音がどのような状況なのかという

のを現時点で調査しまして、今後風力発電が設置され

た後との低周波音の違いについて、考察していきたい

というふうに考えてございます。 

 それと、風車のそばの人家、畜舎等につきましては、

人家につきましては現計画、あくまでも想定案の範囲

ではあるんですけれども、風車の設置場所からの人家

までの距離としては800メートル、一番近いところで

800メートル程度というような構想となってございま

す。 

 続きまして、鳥類の生息状況ですけれども、現時点

では冬の調査のみを行っております。現在渡り鳥につ

いては確認されておりません。あとは猛禽類等の貴重

種についても現在は確認されておりませんので、今後、

冬の調査を行っておりますので、今後は春、夏、秋と

いうふうに調査を行っていきますんで、その中でいろ

いろな地権者等からもヒアリングしながら、どのよう

な貴重種がこの地域に存在しているのかという、そう

いう調査をしていきたいと考えてございます。 

 以上でございます。 

○副議長（下舘祥二君）  １番梶谷武由君。 

○１番（梶谷武由君）  風力発電の分について風車、

環境省の調査でも、これは2010年の調査で、風力発電

設備の16％で苦情があるというふうな調査結果も出て

いるわけで、風力発電施設をつくってでき上がってか

らさまざまな被害が出たと、で、対策をどうするかと

いうふうにならないように、やっぱりつくるに当たっ

てはそういうところをしっかりと調べながら被害が起

きないように、あるいは鳥類等についても同じように

調査をしっかりと行いながら、被害がないような形で

の風力発電というのを推進していただきたいものだと

いうふうに思います。 

 あと、時間がなくなってきてあれですが、廃屋等の

対策の部分で先ほどの答えの中で話もあった、出たわ

けですが、市民から苦情があった場合、その指導等を

行う場合に市の対応をする部署はどこ、管轄はどこに

なるのか、そこについてお伺いします。 

○副議長（下舘祥二君）  小上建設部長。 

○建設部長（小上一治君）  廃屋につきまして、その

部署というふうなお話いただきました。 

 これについてはご答弁申し上げておりますように、

特殊な建物等については特定行政庁による指導ができ
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るということになってございます。 

 市については、そういうふうな部分が今のとこあり

ませんが、考えられるとすればその廃屋がどういうふ

うな影響を及ぼしてくるのか、一つの例ですが、道路

に倒れそうになってきているというふうなことであれ

ば、一応今の段階では道路管理者というふうな形で今

対応しているところでございます。 

 以上でございます。 

○副議長（下舘祥二君）  再質問を打ち切ります。 

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～ 

    散会   

○副議長（下舘祥二君）  以上で、本日の日程は終了

いたしました。 

 ６月26日の本会議は、議事の都合により午後１時30

分に開会いたします。 

 本日はこれで散会いたします。 

    午後３時51分   散会   
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